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煙主な内容
斬野木町都市計画マスタープラン策定に向けて
第１回策定委員会が開催されました

斬財政指標で見る町財政の現状
斬消防団員募集中 地域の安全を確保するために!!
斬お知らせ
・年末年始業務案内
・入札参加資格審査の申請受付
・市町村税徴収強化月間２０１０冬
・公共下水道全体計画区域における

合併処理浄化槽の補助金について
斬広報連絡委員レポート
「野木宿 花できれいに」
◆公民館 館報ふれあい １３８号
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第１回野木町都市計画マスタープラン策定委員会リポート

～
主
な
意
見
～

「
人
口
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
は
、
町
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
」

「
周
辺
都
市
と
の
結
び
つ
き
を
考

え
る
こ
と
」

「
町
に
あ
る
資
源
を
活
用
す
る
こ

と
、
特
に
平
地
林
の
保
全
活
用
」

「
野
木
町
の
住
環
境
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
べ
き
」
な
ど

そ
の
後
委
員
長
に
増
山
正
明
委
員
、

副
委
員
長
に
舘
野
忠
委
員
を
選
出
し
、

町
長
か
ら
委
員
長
に
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
目
標
年
次
・
平
成
４２

年
）
策
定
に
関
す
る
事
項
等
に
つ
い

て
、
諮
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
町
の
現
況
と
課

題
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
ま

ち
づ
く
り
の
理
念
と
目
標
、
土
地
利

用
構
想
の
考
え
方
、
今
後
の
会
議
の

進
め
方
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明

を
受
け
た
後
、
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

都
市
づ
く
り
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

「
野
木
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

月
１０

日
、
第
１
回
野
木
町
都
市
計
画
マ

１６ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
真
瀬
町
長
か
ら

「
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
・
新
旧
国
道
４
号

線
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か
し
た
、

小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
自
立
し

た
町
と
な
る
よ
う
皆
様
と
と
も
に
こ

の
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
き
た
い
」

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

野
木
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
て

次
回
の
会
議
で
は
、
意
見
を
踏
ま

え
た
全
体
構
想（
案
）を
作
成
し
て
い

く
方
針
で
す
。

本
委
員
会
は
、
一
般
の
方
も
傍
聴

で
き
ま
す
。
次
回
の
会
議
日
程
等
は

広
報
の
ぎ
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
策
定

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
都
市
整
備
課

撒（

）４
１
６
１

５７
姉（

）４
１
９
１

５７

死toshiseibi@town.nogi.tochigi.jp

第
１
回
策
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

野木町都市計画マスタープラン策定委員会委員名簿（敬称略）
備 考役 職 等氏 名

委 員 長足利工業大学建築学科教授増山 正明
栃木県県土整備部都市計画課長縫田 政雄
栃木県県土整備部参事兼栃木土木事務所長熊倉 雄一
野木町区長会長川名子 博

副委員長野木町農業委員会長舘野 忠
野木町商工会長小林 敏郎
公募齊藤 博
公募吉野 昭次
公募西巻 清志
公募柿沼 道子
公募関口 文子



（4）

～健全化判断比率等の公表～

財政指標で見る町財政の現状
財政指標で見る町財政の現状

（4）

伺
用
語
解
説

産
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
す
。

産
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
等
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率
で
す
。

産
実
質
公
債
費
比
率

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元

利
償
還
金
等
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
で
す
。

産
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
負
債
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

産
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足

額
の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率

で
す
。

産
標
準
財
政
規
模

地
方
公
共
団
体
が
標
準
的
な

状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
経
常
的
一
般
財
源
の
規
模

を
示
す
も
の
で
、
標
準
税
収
入

額
等
に
普
通
交
付
税
を
加
算
し

た
額
で
す
。

観
的
に
指
標
化
す
る
こ
と
で
、
議

会
や
町
民
の
皆
様
の
理
解
を
助
け

る
と
共
に
、
健
全
な
財
政
運
営
を

維
持
し
て
い
く
う
え
で
、
重
要
な

役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

な
お
、
健
全
化
判
断
比
率
の
い

ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上

と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
財
政
健
全

化
計
画
」、
財
政
再
生
基
準
以
上

と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
財
政
再
生

計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
公
営
企
業
に
つ
い
て
も
、

各
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
、
資
金

不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以

上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
経
営
健

全
化
計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

野
木
町
の
平
成

年
度
決
算
に

２１

基
づ
く
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
は
、
下
表
の
と
お

り
、
す
べ
て
の
指
標
が
基
準
以
下

で
、
県
・
全
国
平
均
を
大
き
く
下

回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
財

政
指
標
が
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、

財
政
運
営
上
な
ん
ら
問
題
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
今
後
持

続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立
を
図

る
た
め
に
は
、
こ
の
指
標
を
分
析

し
、
町
に
と
っ
て
必
要
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
、
ま
た
は
縮
減
可
能
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
考
慮
し
な
が

ら
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必

要
性
を
判
断
す
る
た
め
、
健
全
化

判
断
比
率
、
及
び
公
営
企
業
に
関

す
る
資
金
不
足
比
率
を
前
年
度
の

決
算
に
よ
り
算
定
し
、
監
査
委
員

の
審
査
に
付
し
た
う
え
で
議
会
に

報
告
し
、
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
財
政
指
標
は
、
当
該

団
体
の
財
政
状
況
を
簡
明
か
つ
客

産
財
政
力
指
数

普
通
交
付
税
の
算
定
に
用
い

る
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財

政
需
要
額
で
除
し
た
数
値
の
３

か
年
平
均
で
、
１
に
近
く
、
あ

る
い
は
１
を
超
え
る
ほ
ど
財
政

に
余
裕
が
あ
る
団
体
で
す
。

産
経
常
収
支
比
率

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断

す
る
指
標
で
、
経
常
的
経
費
に

充
当
さ
れ
た
一
般
財
源
が
経
常

的
一
般
財
源
総
額
に
占
め
る
割

合
で
す
。

産
自
主
財
源
比
率

歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財

源
の
比
率
で
す
。

産
積
立
金
残
高

年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を

調
整
す
る
た
め
の
財
政
調
整
基

金
、
地
方
債
償
還
の
た
め
の
減

債
基
金
、
そ
の
他
特
定
の
目
的

の
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
た
特

定
目
的
基
金
の
残
高
で
す
。

全国市区町村平均県内市町平均財政再生基準早期健全化基準野木町指 標
―20.0%14.98%―実質赤字比率健

全
化
判
断
比
率

―40.0%19.98%―連結実質赤字比率
11.2%11.1%35.0%25.0%5.5%実質公債費比率
92.8%61.4%350.0%3.1%将来負担比率

経営健全化基準野木町公営企業

20.0%
―農業集落排水事業特別会計資

金
不
足
比
率

―公共下水道事業特別会計
―水道事業会計

※「－」は、赤字または資金不足
を生じていないため、当該数値
については該当なしを表します。



算 出 基 礎野木町の
偏差値

県内市町
平 均野木町項 目

基準財政収入額
（平成20年度～22年度の3カ年平均）

基準財政需要額
107.30.7540.895１、財政力指数

経常経費充当一般財源等
経常一般財源等収入額＋臨時財政対策債

＋減税補てん債
107.686.686.5２、経常収支比率(％)

自主財源
歳入総額103.457.762.4３、自主財源比率(％)

(A＋B)－(C＋D）
E－D

119.711.15.5４、実質公債費比率(％)

地方債残高＋債務負担行為額ー積立金残高
住民基本台帳人口（22年3月31日現在）120.2272,61073,402５、住民一人当たり

将来財政負担額(円)

積立金残高
住民基本台帳人口（22年3月31日現在）102.578,20792,784６、住民一人当たり

積立金残高(円)

（5）

茅
こ
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、
野
木
町
の

年
度
の
財
政
指
標
を
県

２１

内
市
町
平
均
と
比
較
し
た
も
の
で
、
県
内
市
町
平
均
１
０
０
の
線
の
外

側
に
あ
る
ほ
ど
財
政
状
況
等
が
良
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

野木町
120.0

80.0

60.0

経常収支比率

財政力指数

住民一人当たり
積立金残高

住民一人当たり
将来財政負担額

実質公債費比率

自主財源比率

○レーダーチャートの算式
偏差値＝([当該団体の指標値]－[県内市町平均値])÷[標準偏差(※)]×10＋100
(※)標準偏差：下記計算式の平方根
((([各団体の指標値]－[県内市町平均値])の2乗)の県内30市町の合計値)÷[30(県内市町数)]

(注)経常収支比率、実質公債費比率、住民一人当たりの将来財政負担額については、数値が小さいほど財政状況
が良いため、上記偏差値の計算式中、下線部分の正負を逆転しています。

○各指標の平均値

経常収支比率
→86.6％
実質公債費比率
→11.1％
自主財源比率
→57.7％
財政力指数
→0.754
住民一人当たりの積立金残高
→78,207円
住民一人当たりの将来財政負担額
→272,610円

(注)
実質公債費比率は19～21
年度の3か年平均、財政力
指数は20～22年度の3か年
平均です。

財政比較分析表(レーダーチャート)

100.0

107.6

119.7

103.4

107.3

102.5

120.2

県内市町平均

×100

×100

A：地方債の元利償還金（繰上償還等を除く）
B：地方債の元利償還金に準ずるもの〔準元利償還金〕
C：元利償還金または準元利償還金に充てられる特定財源
D：地方債の元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
D：普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額
E：標準財政規模

財政指標で見る町財政の現状
問 財政管理課 撒(57)4116

産財政の弾力性 (経常収支比率・実質公債費比率）産財政の豊かさ (自主財源比率・財政力指数）
産財政の堅実性 (住民一人当たりの積立金残高・住民一人当たりの将来財政負担額）

※
県
内
市
町
の
平
均
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
、
野
木
町
の
数
値
。

餐餐餐 斬斬斬財政分析指標
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第
６
分
団
団
員
七
五
三
掛
貴
久
ご
家
族
様

第
６
分
団
団
員
長
澤
亮
ご
家
族
様

第
６
分
団
団
員
小
林
心
悟
ご
家
族
様

産
無
火
災
分
団

本
部
分
団

第
１
分
団

第
２
分
団

第
３
分
団

第
６
分
団

産
優
良
防
火
管
理
事
業
所

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
千
代
田
野
木
店
様

野
木
町
消
防
団
長
表
彰

産
優
良
団
員

第
２
分
団
団
員

川
島
啓
治

本
部
分
団
団
員

秋
元
卓
巳

本
部
分
団
団
員

今
井

毅

第
１
分
団
団
員

新
井
貴
裕

第
１
分
団
団
員

古
澤
孝
之

第
２
分
団
団
員

田
村
健
一

第
３
分
団
団
員

針
谷
重
光

第
３
分
団
団
員

田
村
真
也

第
４
分
団
団
員

佐
藤
浩
史

第
４
分
団
団
員

舘
野

悟

第
６
分
団
団
員

新
井
元
之
助

産
優
良
分
団

第
３
分
団

第
３
分
団
班
長

阿
部
智
彦

第
６
分
団
班
長

坂
美
千
雄

第
１
分
団
団
員

上
原
一
範

第
１
分
団
団
員

蓬
田
真
也

第
１
分
団
団
員

荒
井
秀
明

第
１
分
団
団
員

小
倉
弘
光

第
３
分
団
団
員

荒
籾
進
一

第
４
分
団
団
員

小
山
内
友
和

第
６
分
団
団
員

森

孝
之

野
木
町
長
表
彰

産
永
年
勤
続（

年
）

３５

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続

章
と
同
じ

産
永
年
勤
続（

年
）

１５

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続

章
と
同
じ

産
永
年
勤
続（

年
）

１０

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続

章
と
同
じ

産
永
年
勤
続（
５
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部

長
表
彰
勤
続
章
と
同
じ

産
永
年
勤
続
消
防
団
員
御
家
族
に

対
す
る
感
謝
状（
９
年
）

団
本
部
団
員
菅
谷
正
弘
ご
家
族
様

第
１
分
団
班
長
野
沢
宏
次
ご
家
族
様

第
１
分
団
班
長
新
井
守
ご
家
族
様

第
１
分
団
団
員
青
木
一
浩
ご
家
族
様

第
２
分
団
副
分
団
長
金
原
徹
ご
家
族
様

第
２
分
団
団
員
寺
田
一
成
ご
家
族
様

第
６
分
団
団
員
七
五
三
掛
孝
夫
ご
家
族
様

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

産
功
績
章

副
団
長

渡
邉
忠
夫

産
勤
続
章（

年
）

３５

団

長

寳
示
戸
英
夫

産
勤
続
章（

年
）

１５

副
団
長

渡
邉
忠
夫

産
勤
続
章（

年
）

１０

本
部
分
団
団
員

谷
内
規
朗

本
部
分
団
団
員

須
見
啓
介

第
２
分
団
団
員

神
原
和
也

第
６
分
団
団
員

長
澤

優

第
６
分
団
団
員

小
野
芳
之

栃
木
県
消
防
協
会

下
都
賀
支
部
長
表
彰

産
功
績
章（
８
年
）

本
部
分
団
分
団
長

渡
邉
昌
文

第
２
分
団
分
団
長

知
久
敦
則

第
３
分
団
分
団
長

岡
村
康
宏

第
２
分
団
班
長

木
村
崇
則

本
部
分
団
団
員

波
多
野
康
広

第
１
分
団
団
員

広
瀬
和
章

第
１
分
団
団
員

関
根

毅

第
６
分
団
団
員

関
根
忠
尚

第
６
分
団
団
員

鈴
木
規
郎

産
勤
続
章（
５
年
）

本
部
分
団
副
分
団
長

秋
山
隆
洋

第
４
分
団
副
分
団
長

野
口
秀
樹

本
部
分
団
班
長

相
田
哲
也

第
３
分
団
班
長

田
村

司

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を

迎
え
た

月

日
、
恒
例
の
消
防

１０

３０

団
の
通
常
点
検
が
、
新
橋
小
学
校

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

荒
天
の
中
、屋
内
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
が
、団
長
の
指
揮
の

も
と
、団
員
た
ち
は
規
律
正
し
く

人
員・服
装
等
の
点
検
を
受
け
ま

し
た
。そ
の
後
、分
列
行
進
を
行
い
、

通
常
点
検
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、各
種
の
表
彰
も
併

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者（
敬
称
略・順
不
同
）

栃
木
県
知
事
表
彰

産
模
範
消
防
団
員

団
本
部
団
員

大
森
健
雄

火
災
に
備
え

火
災
に
備
え
てて

消
防
団

消
防
団
のの

通
常
点

通
常
点
検検
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消
防
団
は
、
地
域
に
お
い
て
防

災
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
消
防
防
災

体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
自
分
の
町
を
愛
す
る
一
人
ひ

と
り
の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
地
域

の
防
災
は
さ
ら
に
確
か
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

野
木
町
消
防
団
は
６
つ
の
分
団

で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
団
員
数
は

１
３
４
人
で
す
。

歳
代
か
ら

２０

６０

歳
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
で
構
成

さ
れ
て
お
り
「
自
分
た
ち
の
地
域

は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
常
に

訓
練
や
巡
回
広
報
等
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り

消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

月

日
、
町
総
合
運
動
公
園
多

１０

１６

目
的
広
場
で
、
第

回
消
防
団
ポ
ン

３３

プ
操
法
競
技
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内

各
分
団
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

成

績

酸
団
体
の
部

優

勝
／
第
３
分
団

準
優
勝
／
本
部
分
団

第
３
位
／
第
４
分
団

酸
個
人
の
部（
優
秀
選
手
）

指
揮
者

岡
村
康
宏
（
第
３
分
団
）

１
番
員

大
島
拓
也
（
第
３
分
団
）

２
番
員

岩
崎
雄
一
郎（
第
４
分
団
）

３
番
員

舘
野

悟
（
第
４
分
団
）

４
番
員

今
井

毅
（
本
部
分
団
）

入
団
資
格

産
町
内
に
居
住
す
る
方
、
ま
た
は

勤
務
す
る
方

産
年
齢
は

歳
以
上
の
方

１８

産
志
操
堅
固
で
、
か
つ
身
体
強
健

な
方

活
動
内
容

産
火
災
予
防
活
動

産
火
災
消
火
活
動

産
水
防
活
動

産
災
害
地
に
お
け
る
消
防
活
動

産
定
期
的
に
消
防
団
員
に
必
要
な

教
育
及
び
訓
練

受
付
期
限

２
月
１
日

待

遇

産
報
酬
な
ど
の
支
給

（
野
木
町
特
別
職
の
非
常
勤
職

員
と
な
り
、
役
職
に
応
じ
た
年

俸
と
在
籍
年
数
に
応
じ
た
退
職

報
償
金
制
度
）

産
公
務
災
害
補
償
制
度

産
研
修
制
度

産
被
服
貸
与

産
表
彰
制
度

問
総
務
課

撒（

）４
１
１
２

５７

地
域
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
鎧

備えは万全備えは万全概概
第３３回町消防団ポンプ操法大第３３回町消防団ポンプ操法大会会

消
防
団
員
募
集

消
防
団
員
募
集
中中



年
末
年
始
業
務
案
内

役
場
窓
口

年
末
年
始
の
、

月

日（
水
）～

１２

２９

１
月
３
日（
月
）、
役
場
は
休
み
に
な

り
ま
す
。

休
み
に
入
る
前
の

月

日
と
、

１２

２８

業
務
開
始
の
１
月
４
日
は
、
特
に
窓

口
が
混
み
合
い
ま
す
。
こ
の
日
は
避

け
て
、
で
き
る
だ
け
前
も
っ
て
利
用

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
交
付
機
（
磁
気
カ
ー
ド
で
住

民
票
と
印
鑑
証
明
交
付
）
の
利
用
は
、

停
電
や
保
守
点
検
以
外
は
毎
日（
※
）

利
用
で
き
ま
す
。
午
前
８
時

分
か

３０

ら
午
後
５
時

分
の
間
に
お
願
い
し

１５

ま
す
。

※

月

日
午
前
中
は
、
庁
舎
内
停
電

１２

２９

の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん（
予
定
）。

休
み
中
の
届
出

役
場
が
休
み
の
間
で
も
、
出
生
届
、

死
亡
届
、
婚
姻
届
等
の
戸
籍
届
出
は
、

当
直
職
員
が
扱
い
ま
す
。

※
夜
間
（
午
後
５
時

分
～
午
前

１５

８
時

分
）
は
、
次
へ
ご
連
絡
く
だ

３０

さ
い
。

日
月
警
備
保
障
栃
木
㈱

撒
０
２
８
５（

）６
７
５
１

２３

問
住
民
課

撒（

）４
１
２
６

５７

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

月
は
、
大
掃
除
な
ど
で
ご
み
の

１２
出
や
す
い
時
期
で
す
。
ご
み
収
集
が

休
み
に
な
る
前
に
、
早
め
に
ご
み
を

出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿
く

み
取
り
等
は
、
次
の
と
お
り
休
み
に

な
り
ま
す
。

栢
ご
み
収
集
を
休
む
期
間

月

日（
金
）～
１
月
３
日（
月
）

１２

３１

※
事
業
所
の
ご
み
収
集
も
同
期
間

に
休
み
と
な
り
ま
す
。

栢
し
尿
く
み
取
り
等
を
休
む
期
間

月

日（
水
）～
１
月
３
日（
月
）

１２

２９

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

そ
の
他
の
公
共
施
設

役
場
以
外
の
公
共
施
設
等
の
年
末

年
始
休
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

算

月

日（
火
）～
１
月
４
日（
火
）

１２

２８

・
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

・
町
公
民
館

・
町
体
育
セ
ン
タ
ー

・
町
武
道
館

・
町
弓
道
場

・
町
総
合
運
動
公
園
占
用
使
用

・
丸
林
中
央
公
園
運
動
場
占
用
使
用

・
あ
じ
さ
い
公
園
運
動
場
占
用
使
用

・
篠
山
運
動
場

・
犬
の
広
場
ド
ッ
グ
ラ
ン

算

月

日（
水
）～
１
月
３
日（
月
）

１２

２９

・
町
立
図
書
館

・
丸
林
保
育
所

・
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

・
新
橋
児
童
館

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

・
社
会
福
祉
協
議
会

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
プ
館
）

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
キ
ラ
輪
号
予
約
セ
ン
タ
ー

り
ん

算

月

日（
月
）～
１
月
１
日（
土
）

１２

２７

４
日（
火
）

・
ゆ
～
ら
ん
ど

※
年
始
特
別
営
業
日
時

１
月
２
日（
日
）・３
日（
月
）

午
前

時
～
午
後
４
時

分

１０

３０

入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
受
付

・
年
度
に
町
が
発
注
す
る
工

２３
２４

事
等
の
入
札
や
見
積
も
り
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
業
者
の
方
は
、入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
書
類

要
項
を
ご
覧
の
う
え
、必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。要
項・様
式

等
は
町
財
政
管
理
課
で
配
布
の
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま

す
。

業

種
建
設
工
事
、測
量・建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
、物
品・役
務

受
付
期
間

１
月

日
～

日

１７

３１

（
土
日
除
く
）

午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

受
付
方
法

町
財
政
管
理
課
に
持
参
ま
た
は
郵

送（
簡
易
書
留
。１
月

日
付
消
印
有

３１

効
）

問
財
政
管
理
課

撒（

）４
１
１
７

５７

Inform
ation

お知らせ

（8）



お知らせ

（9）

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

～あなたの税が未来を拓く～
市町村税徴収強化月間２０１０冬

※いまいちどご自分の納付状況をご確認ください※

★全県下一斉の取組
納税の公平と税収の確保をはかるため、

11月から１２月を「市町村税徴収強化月間」と
して、栃木県との協働により、全県下一斉の
徴収の強化に取り組んでいます。

★自主的な納付を!!
町では住民の皆様の自主的な納税を期待

しています。納期限内の納付をお願いいた
します。
ただし、期限を過ぎても納付がない場合

は、差し押さえ財産等の調査、滞納者の住居
や事業所の訪問・捜索、自動車等の財産の滞
納処分（差し押さえ・公売など）、を積極的
に実施していきます。
滞納処分をしなくてもよいように、皆さ

んの自主的な納税をお願いします。

★ 夜間窓口を開設します！
１２月６日（月）、８日（水）、１３日（月）、１６日（木）に税務課にて２０時まで夜間相談・納付

窓口を開設します。日中相談に来られない方はこの機会にご相談ください。

★町では税収確保に向け、次のような取り組みを行っています
納税相談：町税等を納期限内に納めることが困難な方の相談を受け付けています。
納税催告：納期限を過ぎても納付がない方に対し、督促状・催告書等の送付、電話催告、

自宅訪問、勤務先訪問を行います。
財産調査：滞納者の財産について、官公署、金融機関、保険会社、通信機関等に対し調

査を行います。
給与調査：滞納者の給与を差し押さえするため、勤務先に対し給与の調査を行います。
差押処分：不動産・預貯金や生命保険、給与のほか、自動車などの差し押さえを行いま

す。差し押さえ後も納付されない場合、差し押さえ財産の公売・取り立てを行
います。

問：税務課 撒（５７）４１２４・４１４４



所
得
申
告
参
考
資
料
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）の
納
税
義
務
者
等
で

口
座
振
替
の
方
に
は
、
１
月
末
頃

「
口
座
振
替
領
収
済
通
知
書
」を
郵
送

す
る
予
定
で
す
が
、
年
末
調
整
等
で

事
前
に
必
要
な
方
は
税
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普
通

徴
収
分
）の
納
税
義
務
者
等
で
口
座

振
替
の
方
に
も
、
１
月
末
頃「
口
座

振
替
領
収
済
通
知
書
」を
郵
送
す
る

予
定
で
す
が
、
年
末
調
整
等
で
事
前

に
必
要
な
方
は
住
民
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
来
庁
の
際
は
、「
納
税（
納
入
）通

知
書
」及
び「
身
分
を
証
明
す
る
も

の
」（
運
転
免
許
証
、保
険
証
等
）を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

撒（

）４
１
２
１

５７

住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

国
民
年
金
に
は
、経
済
的
な
理
由

等
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、申
請
に
よ
り
保
険
料

の
全
額
又
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る

「
申
請
免
除
制
度
」や
、障
害
基
礎
年

金
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
が
該
当
す

る「
法
定
免
除
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、若
年
層（

歳
代
）の
方
を
対

２０

象
と
し
て
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」や
学

生
の
方
を
対
象
と
し
た「
学
生
納
付

特
例
制
度
」も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
や
納
付
猶

予
な
ど
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、受

け
取
る
年
金
額
は
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
場
合
よ
り
少
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、こ
れ
ら
の
期
間
は
１０

年
以
内（
例
え
ば
、平
成

年

月
分

２２

１２

は
平
成

年

月
末
ま
で
）で
あ
れ

３２

１２

ば
、あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と（
追
納
）が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、将
来
、受
け
取
る
年
金
額
を

増
額
す
る
た
め
に
も
、追
納
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶

予
な
ど
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、３
年
度

目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合

は
、当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間

に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。追
納
保
険
料
は
、先
に
経
過
し
た

月
の
分
か
ら（
古
い
も
の
か
ら
）順
次

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
住
民
課

撒（

）４
１
４
０

５７

栃
木
年
金
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）４
１
３
４

２２

Inform
ation

お知らせ

（10）

【平成２２年度中に追納する場合の額】

1/4免除半額免除3/4免除
全額免除
納付猶予

学生納付特例
年 度

－－－１５，７７０円平成１２年度の月分

－－－１５，１８０円平成１３年度の月分

－７，３００円－１４，５９０円平成１４年度の月分

－７，１８０円－１４，３６０円平成１５年度の月分

－７，０９０円－１４，１８０円平成１６年度の月分

－７，１１０円－１４，２２０円平成１７年度の月分

３，５６０円７，１３０円１０，６９０円１４，２６０円平成１８年度の月分

３，５７０円７，１５０円１０，７２０円１４，３００円平成１９年度の月分

３，６００円７，２００円１０，８１０円１４，４１０円平成２０年度の月分

３，６６０円７，３３０円１０，９９０円１４，６６０円平成２１年度の月分

※ 平成２０年度、２１年度の分は、今年度以内に追納すれば加算額が付きません。



お知らせ

（11）

農
業
所
得
の
あ
る
皆
さ
ん
へ

農
業
所
得
は
全
て
の
方
が
収
支
計
算

に
よ
る
申
告
と
な
っ
て
い
ま
す
。
確
定

申
告
期
間
中
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

収
支
計
算
と
は
、
１
年
分
の
農
業

に
関
す
る
収
入
金
額
や
必
要
経
費
等

を
記
帳
し
て
所
得
を
申
告
す
る
方
法

で
す
。
申
告
の
際
、「
収
支
内
訳
書
」

（
１
～

月
分
の
収
入
・
経
費
等
を
記

１２

載
）の
提
出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
収
支
内
訳
書
は
送
付
い
た

し
ま
せ
ん
。
事
前
に
必
要
な
方
は
税

務
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
税
務
課

撒（

）４
１
２
２

５７

農
業
用
軽
油
免
税
証
の
申
請

農
作
業
に
使
用
す
る
軽
油
は
、
免

税
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り

軽
油
引
取
税
が
免
税
に
な
り
ま
す
。

年
分
の
交
付
申
請
を
次
に
よ
り

２３
取
り
ま
と
め
ま
す
の
で
、
希
望
の
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
・
対
象
学
区

産
１
月

日（
月
）

１７

友
沼
学
区（
松
原
含
む
）

→
午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

南
赤
塚
学
区（
丸
林
西
含
む
）

→
午
後
１
時
～
３
時

産
１
月

日（
火
）

１８

野
木
学
区

→
午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

佐
川
野
学
区

→
午
後
１
時
～
３
時

※
必
ず
期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
忘
れ
る
と
、
直
接
栃
木
県
税

事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
付
場
所

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

持
参
す
る
も
の

下
表
の
と
お
り

問
農
業
委
員
会

撒（

）４
１
０
９

５７

栃
木
県
税
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）３
４
１
６

２３

★税はサービスの対価と同じ
皆さんも買い物をした（サービスを提供してもらった）ときには、基本的にその対価として

代金を支払いますね。
税金とは皆さんが快適に生活するためのごみ清掃や、道路の新設維持管理、公民館、運動

公園等、エニスホール等の文化施設の整備、ライフラインとしての上下水道の維持管理等に
使用されるもので、それぞれ、皆さんが自分の責任において、お互いに負担しあうべき対価
になります。
ですから、より良いサービスを維持するために、税は納期限内に納めましょう。

共同で交付申請する場合個人で交付申請する場合
新規及び使用者証書き換えの場合継続の場合新規及び使用者証書き換えの場合継続の場合

①全員の耕作証明書
②免税軽油使用者証
③手数料 420円
④全員の印鑑
⑤全員の免税軽油の引き取り
等に係る報告書（他に納品書
または領収書。写しでも可）

※②、⑤は全く新規の方は必要
ありません。

①免税軽油使用者証
②全員の印鑑
③全員の耕作証明書（耕作面積
が変わった場合）

④全員の免税軽油の引き取り
等に係る報告書（他に納品書
または領収書。写しでも可）

①耕作証明書
②免税軽油使用者証
③手数料 420円
④印鑑
⑤免税軽油の引き取り等に係
る報告書（他に納品書または
領収書。写しでも可）

※②、⑤は全く新規の方は必要
ありません。

①免税軽油使用者証
②印鑑
③耕作証明書（耕作面積が変わ
った場合）

④免税軽油の引き取り等に係
る報告書（他に納品書または
領収書。写しでも可）

注
ア
．
免
税
軽
油
使
用
者
証
に
登
録
さ
れ
て

い
る
使
用
機
械
の
入
れ
換
え
、
新
規

購
入
な
ど
で
追
加
の
も
の
が
あ
れ
ば
、

そ
の
メ
ー
カ
ー
名
、
型
式
、
馬
力
を

分
か
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

イ
．
今
回
初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
は
、
使

用
機
械
の
メ
ー
カ
ー
名
、
型
式
、
馬

力
を
分
か
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

ウ
．
共
同
継
続
の
申
請
で
、
使
用
者
証
に

名
前
の
載
っ
て
い
な
い
方
が
加
わ
る

時
は
、
新
規
扱
い
と
な
り
ま
す
。

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀税の一口メモ



転
倒
予
防
の
コ
ツ
伝
授
教
室

最
近
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
と
感
じ

た
り
、
転
ぶ
こ
と
に
不
安
を
感
じ
ま

せ
ん
か
？

日
常
生
活
に
適
度
な
運

動
を
取
り
入
れ
れ
ば
、
転
倒
の
危
険

因
子
を
減
ら
せ
ま
す
。

普
段
の
生
活
に
ち
ょ
っ
と
活
動
を

増
や
す
だ
け
で
す
。
コ
ツ
を
学
び
、

転
び
に
く
い
カ
ラ
ダ
作
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

対

象
野
木
町
在
住
で
転
倒
予
防
に
関
心

の
あ
る
方

定

員

名
３０

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
・
内
容

申

込

月
６
日
～
（
電
話
可
）

１２

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
３

５７

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

献
血
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
尊
い
生

命
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

人
を
救
う
た
め
、
健
康
な
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

月

日（
火
）

１２

２１

午
前

時
～
正
午

１０

午
後
１
時
～
午
後
４
時

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

こ
こ
ろ
の
相
談

「
眠
れ
な
い
」「
や
る
気
が
で
な
い
」

「
ぼ
ー
っ
と
し
た
感
じ
が
と
れ
な

い
」「
人
間
関
係
で
悩
ん
で
い
る
」「
話

を
聞
い
て
ほ
し
い
」
等
こ
こ
ろ
の
悩

み
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
ん
な
悩
み
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日

時

月

日（
日
）

１２

１２

１
月

日（
火
）

１８

両
日
と
も
午
後
１
時

分
～

３０

場

所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
無
料

予
約
制

一
日
に
つ
き
二
人
ま
で

一
人
あ
た
り
１
時
間
程
度

（
一
週
間
前
ま
で
に
要
予
約
）

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
２

５７
姉（

）４
１
９
３

５７

ご
み
収
集
車
か
ら
火
災
発
生

月

日
、
南
赤
塚
地
区
に
お
い

１０

１９

て
不
燃
ご
み
収
集
車
か
ら
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。

原
因
は
家
庭
用
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
と

思
わ
れ
ま
す
。
幸
い
け
が
人
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
人
命
に
か
か
わ

る
大
事
故
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
廃

棄
す
る
場
合
は
、
必
ず
使
い
切
っ
て

穴
を
あ
け
て
か

ら
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
周

辺
の
住
民
の
方

々
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け

い
た
し
ま
し
た
。

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
４
９

５７

平
成

年
度
野
木
町
役
場

２１

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
取
組
結
果

野
木
町
役
場
で
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
に
基
づ
き
平
成

年
２１

度
よ
り
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
は
平
成

年
度
を
基
準
と
し
て
６
・
２
６
％

１９（
目
標
値
は
平
成

年
度
で
６
％
）

２５

削
減
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
庁
舎
内
の
冷
暖
房
、
照

明
及
び
事
務
機
器
の
適
正
な
使
用
や

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
・
Ｂ
Ｄ
Ｆ
車
の
導

入
に
よ
る
も
の
で
す
。
今
後
も
更
な

る
削
減
に
努
め
ま
す
。

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
４
９

５７

野
菜
・
果
物
の
う
ま
み
が
た
っ
ぷ
り

焼
肉
の
た
れ
づ
く
り
講
習
会

新
鮮
な
野
菜
と
果
実
を
た
っ
ぷ
り

使
っ
た
美
味
し
い
焼
肉
の
た
れ
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
い
ろ
い
ろ
な
料

理
に
幅
広
く
使
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

日

時

１
月

日（
金
）

２１

午
前
９
時
～
午
後
２
時

場

所

町
農
産
物
加
工
施
設

対
象
者

町
在
住
者

定

員

先
着

名
１５

参
加
費

３
５
０
０
円
（
材
料
費
、

軽
食
代
、
保
険
料
等
）

持
参
す
る
物

エ
プ
ロ
ン
･
三
角
巾
・

長
靴（
き
れ
い
に
洗
っ
た
も
の
）

そ
の
他

本（
５
０
０
㏄
／
本
）

１０程
度
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

主

催

町
・
小
山
農
業
協
同
組
合

申
込
期
間

月

日
～

日

１２

２０

２４

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
産
業
課
へ

問
産
業
課

撒（

）４
１
５
１

５７

Inform
ation

お知らせ

（12）

内 容日時

①健康チェック 血圧測定
②転倒知らずの身体をつくる！
現在の自分のカラダの状態のチェ
ック
転倒予防講話を交えた、家庭でで
きるストレッチ体操と筋肉トレー
ニング、歩き方の練習 など

１／１９
（水）
ＰＭ１：３０
～３：００

①健康チェック 血圧測定
②転倒知らずの身体をつくる！
転倒予防講話を交えた、家庭でで
きるストレッチ体操と筋肉トレー
ニング、歩き方の練習 など

１／２６
（水）
ＰＭ１：３０
～３：００

※ 講師は、実際にリハビリや転倒予防に従事している
理学療法士です。



お知らせ

（13）

寒
さ
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う

冬
に
な
る
と
、
寒
波
の
た
め
に
家

庭
の
水
道
管
が
凍
っ
た
り
破
裂
し
た

り
し
ま
す
。
水
道
は
、
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
１
℃
～
２
℃
以
下
に
な
る
と

凍
結
し
ま
す
。
凍
結
し
そ
う
な
所
に

あ
る
水
道
は
早
め
に
冬
支
度
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

ま
た
、
長
期
間
留
守
に
す
る
と
き

は
、
補
助
止
水
栓
を
締
め
て
お
く
と

破
裂
し
て
も
漏
水
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

産
予
防

蛇
口
や
水
道
管
に
保
温
材
を
取
り

付
け
て
寒
さ
か
ら
守
る
こ
と
が
一
番

で
す
。
保
温
材
は
、
簡
単
に
取
り
付

け
の
で
き
る
市
販
品
も
あ
り
ま
す
が
、

家
庭
に
あ
る
毛
布
や
厚
手
の
布
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
で
も
十
分
で
す
。

保
温
材
を
巻
き
付
け
て
、
さ
ら
に
水

に
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

産
応
急
処
置

凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は
、
自

然
に
解
け
る
の
を
待
つ
か
、
お
湯
を

か
け
て
解
か
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

お
湯
を
か
け
る
場
合
は
、
蛇
口
を

開
け
て
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
か
布

を
か
ぶ
せ
て
、
蛇
口
に
近
い
ほ
う
か

ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て

く
だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
ま
す

と
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
破
裂
し
た
と
き
は
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
補
助
止
水
栓

を
締
め
て
水
を
止
め
ま
す
。
そ
し
て

指
定
工
事
事
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
古
河
市
給
水
区
域
の
方
は
、

古
河
市
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
９
４

５７

古
河
市
水
道
課
撒（

）１
５
１
１

７６

と
ち
ぎ
求
職
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
会

求
職
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の
就

職
や
生
活
・
就
労
相
談
、
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
に
専
門
の
ス
タ

ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

日

時

月

日（
木
）

１２

１６

午
後
１
時
～
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時

分
ま
で
）

３０

場

所
栃
木
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

栃
木
市
今
泉
町
１‐２‐７

相
談
内
容

①
再
就
職
に
関
す
る
こ
と

②
公
営
住
宅
、
生
活
資
金
、
職
業

訓
練
に
関
す
る
こ
と

③
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

関
す
る
こ
と

※
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
適
職
診
断
も
可

④
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど
労
働
条

件
に
関
す
る
こ
と

問
県
小
山
労
政
事
務
所

撒
０
２
８
５（

）４
０
３
２

２２

と
ち
ぎ
再
就
職
支
援
合
同
面
接
会

県
及
び
栃
木
労
働
局
で
は
、
県
内

で
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
を
対

象
に「
と
ち
ぎ
再
就
職
支
援
合
同
面

接
会
」を
開
催
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
履
歴

書
を
複
数
ご
持
参
の
上
、
会
場
に
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い（
予
約
は
不
要

で
す
が
、
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

の
求
職
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
）。

日

時

月

日（
金
）

１２

１７

午
後
１
時
～
４
時

場

所

ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

宇
都
宮
市
上
大
曽
町
４
９
２‐
１

参
加
企
業

社
程
度

５０

※
参
加
企
業
は
、
月
中
旬
ご
ろ
下
記

１２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

http://w
w
w
.tochigi-w

ork2.net/
問
県
労
働
政
策
課
雇
用
対
策
担
当

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

都
市
計
画
の
種
類

小
山
栃
木
都
市
計
画
道
路
３・５・

７
０
１
号
友
沼
佐
川
野
線（
友
沼
～

若
林
）の
変
更

縦
覧
期
間

月
３
日
～

日（
土
日
除
く
）

１２

１７

縦
覧
場
所

・
県
都
市
計
画
課（
県
庁

階
）

１４

・
栃
木
土
木
事
務
所
企
画
調
査
課

（
下
都
賀
庁
舎
２
階
）

・
町
都
市
整
備
課

そ
の
他

計
画
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方

は
、
縦
覧
期
間
中
、
県
知
事
あ
て
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
県
都
市
計
画
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）２
４
６
５

栃
木
土
木
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）３
５
９
３

２３

町
都
市
整
備
課
撒（

）４
１
６
１

５７



（14）

公
共
下
水
道
全
体
計
画
区
域
に
お
け
る

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
金
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
公
共
下
水
道
を
整
備
す

る
区
域
と
浄
化
槽
で
対
応
す
る
区
域

を
区
分
け
す
る
生
活
排
水
処
理
構
想

を
策
定
中
で
す
。
次
の
地
域
は
、
現

在
公
共
下
水
道
の
全
体
計
画
区
域
で

す
が
、
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
の

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

公
共
下
水
道
の
全
体
計
画
区
域
は
平

成　

年
４
月
１
日
か
ら
県
補
助
金
の

２３
対
象
外
と
な
る
た
め
、
補
助
金
額
が

減
額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
計
画
区
域
外
で
の
新
築
等

に
よ
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

対
す
る
補
助
金
額
は
こ
れ
ま
で
と
同

額
で
す
。
設
置
の
際
は
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
減
額
後
の
補
助
金
額
は
後

日
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

栃
木
県
の
補
助
対
象
外
と
な
る
区
域

　
　
　

（
市
街
化
調
整
区
域
）図
参
照

　

・
大
字
友
沼
の
一
部

　
　

（
公
共
下
水
道
全
体
計
画
区
域
）

　

・
大
字
潤
島
の
一
部

　
　

（
公
共
下
水
道
全
体
計
画
区
域
）

問
浄
化
槽
補
助
金
に
つ
い
て

　

生
活
環
境
課　

撒（　

）４
１
３
１

５７

　

下
水
道
全
体
計
画
区
域
に
つ
い
て

　

上
下
水
道
課　

撒（　

）４
１
４
６

５７

平
成　

・　

年
度

２３

２４

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

入
札
参
加
者
資
格
審
査
申
請

（
物
品
購
入
等
・
建
設
工
事
・
建
設
関
連
業
務
委
託
）

受
付
期
間　

１
月　

日
〜　

日（
必
着
）

１１

２１

　
　
　
　
　

（
土
日
祝
日
除
く
）

提
出
方
法　

郵
送（
郵
便
書
留
）

提
出
先　

〒
３
２
３
‐
０
０
４
３

　

栃
木
県
小
山
市
大
字
塩
沢
６
０
４
番
地

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務
課
管
理
係

申
請
書
類
等
の
入
手
場
所

○
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務
課
窓
口

○
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www
.city.oyama.tochigi.jp/kou

        
 
 
          
                iki

   /  

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

　
　
　

撒
０
２
８
５（　

）３
２
２
８

２２

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

●友沼小学校

●エニスホール

●野木町役場

●野木中学校

●友沼小学校

●エニスホール

●野木町役場

●野木中学校



税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命
保

険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
等
に
基
づ

く
年
金
の
税
務
上
の
取
扱
変
更
〜

　

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金
と
し

て
受
給
す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、

相
続
税
の
課
税
対
象
部
分
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な

い
と
す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な

年
金
に
係
る
税
務
上
の
取
り
扱
い
を

改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平

成　

年
分
か
ら
平
成　

年
分
ま
で
の

１７

２１

各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税
が
納
め
過

ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
の
納
め
過
ぎ
と
な
っ
て
い
る

所
得
税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
必

要
な
お
手
続
き（
更
正
の
請
求
ま
た

は
確
定
申
告
な
ど
）を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
扱
い
の
変
更
の
対
象
と

な
る
方
や
所
得
税
の
還
付
の
お
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ【w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

】を
御
覧
い

た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 
平
成　

年
分
に
つ
い
て
、
早
い
方

１７

は
平
成　

年　

月
末
が
還
付
で
き
る

２２

１２

期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
の

お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 
受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権

が
相
続
税
や
贈
与
税
の
課
税
対
象
と

な
る
場
合
は
、
実
際
に
相
続
税
や
贈

与
税
の
納
税
額
が
生
じ
な
か
っ
た
方

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
栃
木
税
務
署　

　
　
　

撒
０
２
８
２（　

）０
８
８
５

２２

国
際
交
流
協
会
の
催
し

興 
い
け
ば
な
の
楽
し
み
方
講
座

　

〜
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
」
行
事
の
い
け
ば
な
〜

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１２

１９

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

場　

所　

町
公
民
館

講　

師　

草
月
流
師
範

対　

象　

町
在
住
在
勤
の
日
本
人
・

　
　
　
　

外
国
人
の
方

定　

員　

先
着　

名
１０

受
講
料　

１
人
３
０
０
円

申　

込　
　

月
１
日
〜　

日

１２

１０

　
　
　
　

（
土
日
除
く
）

　
　
　
　

受
講
料
を
添
え
生
涯
学
習
課
へ

備　

考　

各
自
で
用
意
し
て
持
参
す
る
も
の

　

①
身
近
に
あ
る
花
器（
花
瓶
・
水
盤
・

　
　

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
・
洋
酒
の
空
き
瓶

　
　

等
の
水
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
器
）

　

②
ハ
サ
ミ
・
花
包
み
（
ビ
ニ
ー
ル
風

　
　

呂
敷
程
度
で
可
）

問
国
際
交
流
協
会
専
門
部
会
企
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　

撒（　

）１
６
７
３

５５

　

ま
た
は
撒
０
９
０
‐
８
０
３
８
‐
６
０
３
５

興 

韓

国

料

理

教

室

　

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
韓
国
料

理
を
作
っ
て
楽
し
む
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１２

１８

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
１
時　

分

１０

３０

場　

所　

町
公
民
館
調
理
室

講　

師　

長
島
善
英
さ
ん

料
理
内
容　

①
ト
ッ
ク
（
韓
国
の
お

雑
煮
）　

②
プ
ル
コ
ギ（
本
格
的
牛
肉

の
煮
込
み
）　

③
オ
イ
キ
ム
チ（
き
ゅ

う
り
の
浅
漬
け
）

定　

員　

先
着　

名
２０

受
講
料　

１
人
３
０
０
円

申　

込　
　

月
８
日
〜　

日

１２

１５

　
　
　
　

（
土
日
除
く
）

　
　
　
　

受
講
料
を
添
え
生
涯
学
習
課
へ

問
国
際
交
流
協
会
専
門
部
会
企
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　

撒（　

）２
９
３
９

５７

新
春
経
済
講
演
会

「
２
０
１
１
年
政
治
と
経
済
の
展
望
」

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
報
道
局
解
説
・
専

門
記
者
室
長
杉
尾
秀
哉
氏
を
招
き
新

春
経
済
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
聴

講
無
料
で
す
。

日　

時　

１
月　

日（
火
）

２５

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

会　

場　

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

定　

員　

１
５
０
名（
先
着
順
）

問
町
商
工
会　
　

撒（　

）２
２
３
３

５５

お知らせ
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
よ
り

興
「
刃
物
研
ぎ
」

　

刃
物
研
ぎ
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
対
象
を
包
丁
類
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日
〜　

日

１２

１５

１７

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

場　

所　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
作
業
所

料
金
例　

菜
切
包
丁
＝
３
０
０
円
、

　
　
　
　

出
刃
包
丁
＝
４
０
０
円

　
　
　
　

（
刃
こ
ぼ
れ
直
し
等
は
別
途
）

興
腐
葉
土
・
マ
ル
チ
ン
グ
材
販
売

　

好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
腐
葉

土
・
マ
ル
チ
ン
グ
材
を
販
売
し
て
い

ま
す
、
ご
利
用
下
さ
い
。

販
売
価
格

▽
腐
葉
土

　

一
袋（
約　

㍑
入
）       
１
５
０
円

２０

　
　
　

袋
代
別
途
二
袋
で　
　
　

円
５０

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
平
積
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

　

２
㌧
ト
ラ
ッ
ク
一
台
平
積
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

▽
マ
ル
チ
ン
グ
材

　

一
袋（
約　

㍑
入
）　
   
１
５
０
円

１０

※ 
販
売
日
時
等
は
電
話
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
配
達
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
用
命
く
だ
さ
い
。

興
入
会
説
明
会

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
１
回
、
左
記
日
程
で
入
会
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
電

話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
日

時
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

入
会
資
格
は
、　

歳
以
上
の
健
康

６０

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
及
び
野
木

町
在
住
の
方
で
す
。

日　

時　

毎
月
第
４
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

場　

所　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問（
社
）野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

撒（　

）２
１
３
７

５６

　
　
　
　
　
　
　

姉（　

）２
０
５
４

５７

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業

技
能
講
習
会（
造
園
短
期
）

　
 
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
で
は
、
高
齢
者
の
雇
用
・
就
業

の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期　

間　

２
月
３
日
〜
９
日

　
　
　
　

（
土
日
除
く
）

会　

場　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

講
習
会
名　

造
園
短
期

講
習
内
容　

樹
木
管
理
、
剪
定
技
術
、

害
虫
の
防
除
な
ど
の
習
得
と
実
習
を

中
心
と
し
た
講
習

対
象
者　

県
内
在
住
の　

歳
台
前
半

６０

層
を
中
心
と
す
る
働
く
意
欲
の
あ
る

高
齢
者

募
集
人
員　
　

名（
応
募
者
多
数
の

３０

と
き
は
抽
選
）

受
講
無
料

申
込
方
法　

１
月　

日（
必
着
）ま
で

２０

に
、
所
定
の
「
申
込
用
紙
」を
ハ
ガ
キ

に
貼
付
又
は
封
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参

で（
財
）栃
木
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
ま
で
。

　

申
込
用
紙
は
、（
財
）栃
木
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会（
と
ち

ぎ
健
康
の
森
）、
県
内
各
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
及
び
職
業
安
定
所
に

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://w

w
w
.sjc.n

e.jp/toch
isiren

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
（
財
）栃
木
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

撒
０
２
８（
６
２
７
）１
１
７
９

　
　

姉
０
２
８（
６
２
７
）２
５
２
２

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ
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人  
権  
標  
語

あ
り
が
と
う　

心
を
開
く　

は
じ
め
の
一
歩

野
木
第
二
中
学
校　
 
水
戸 　

み

と

 
亮 

り
ょ
う

　
　
　

（　

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２１ 保
険
特
別
会
計
の
歳
出
額「　

億
２
５
５
３

１２

万
円
」は「　

億
２
５
３
３
万
円
」の
誤
り
で

１２

す
。

　
　

頁「
平
成　

年
度
予
算
の
執
行
状
況
」

１０

２２

の「
公
債
現
在
高
」表
に「
平
成　

年
９
月

２２

　

日
現
在
」の
記
載
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。

３０
　
　

頁「
あ
ん
し
ん
・
か
い
て
き
介
護
予
防

１３
教
室
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
、
第
１
回
の
日
時

「　

／　

（
水
）　

：　

〜　

：　
」は「　

１１

２４

１３

００

１５

３０

１１

／　

（
水
）　

：　
〜　

：　
」の
誤
り
で

２４

１３

３０

１５

３０

し
た
。

　
　

頁「
県
南
市
場
ま
つ
り（
感
謝
市
）」の

１５
記
事
中
、
開
催
日
時「　

月　

日（
日
）」は

１１

２２

「　

月　

日（
日
）」の
誤
り
で
し
た
。

１１

２８

　
　

頁「
第　

回
し
も
つ
け
サ
ッ
カ
ー
セ
ミ

２０

１１

ナ
ー　

野
木
」の
記
事
中
、
開
催
日
時「　

in

１１

月
７
日（
土
）」は「　

月
７
日（
日
）」の
誤
り

１１

で
し
た
。
ま
た
、「
学
悠
館
高
等
学
校
説
明

会
」
の
記
事
中
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
生
か

す
こ
と
の
で
き
る
に
」
は
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
」
の
誤
り
で
す
。

　
　

頁「
い
き
い
き
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
」の

２３
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
、
第
３
回
の
日
時「　

／　
１２

１０

（
水
）」は「　

／　

（
金
）」の
、
第
４
回
の
日

１２

１０

時「　

／　

（
水
）」は「　

／　

（
金
）」の
、

１２

１７

１２

１７

そ
れ
ぞ
れ
誤
り
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　
　

月
号
９
頁「
平
成　

年
度
特
別
会
計
・

１１

２１

企
業
会
計
等
決
算
状
況
」の
記
事
中
、
介
護
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ふ
れ
あ
い
第138号

※「
公
民
館 

館
報
ふ
れ
あ
い
」の
記
事
に

　
関
し
て
の
問
い
合
せ
先

　
野
木
町
公
民
館
　
☎（
57
）４
１
８
８

　今年度は第３回目を迎えました。公民館サポートボランティアＳＶＣと公
民館との協働企画「野木・まちなかグリーンツーリズム」！内容は町内の自
然にふれながら、親子で遊び、地産野菜を食べ、仲間を作り、地元の自然を
学ぶをテーマにした講座です。今回は、１２家族３４名の参加者がありました。
１２月には、収穫祭を行います！！

とうもろこしの収穫中！！

桑の実おいしー！！

上手にトマトがとれるかな？

みんな泥だらけで田植え中！

おいしいお米が収穫できたよ

ポニーかわいい！！



公民館　館報ふれあい

2

　
９
月
25
日
は
、
台
風
に
よ
る
強
風

の
た
め
に
肌
寒
く
、
あ
い
に
く
の
天

候
で
し
た
が
、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

新
記
録
・
つ
か
め
輝
く
優
勝
旗
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
年
毎
に
練
習
し
て
き
た
演
技
を

一
生
懸
命
披
露
す
る
子
ど
も
達
の
姿

に
応
援
席
か
ら
は
、
温
か
い
拍
手
や

声
援
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
軽
快
な
音
楽
や
寒
さ
も
平
気
な
子

ど
も
達
の
熱
気
が
校
庭
中
に
あ
ふ

れ
、
午
後
に
な
る
と
真
っ
青
な
空
の

下
で
の
運
動
会
日
和
に
な
り
ま
し

た
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
が
和
気
あ

い
あ
い
と
踊
っ
た
野
木
町
音
頭
、
大

玉
送
り
の
息
の
合
っ
た
ボ
ー
ル
渡
し

を
見
た
時
、
友
沼
学
区
の
す
ば
ら
し

い
連
携
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
紅
白

対
抗
リ
レ
ー
で
自
分
の
力
を
出
し

切
っ
た
子
ど
も
達
の
顔
は
皆
明
る
く

満
足
そ
う
で
し
た
。

　
和
や
か
で
良
い
運
動
会
で
し
た
。

友　沼

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

大
運
動
会

野　木
（野 渡）

楽
し
い

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

佐川野

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
10
月
３
日
（
日
）
野
渡
児
童
公
園

で
野
渡
分
館
事
業
に
よ
る
野
渡
の
町

を
楽
し
く
し
て
ゆ
く
、「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
子
ど
も
達
の
元
気
な

声
や
多
く
の
方
々
の
参
集
に
よ
り
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
模
擬
店
で
は
、
美
味
し
い
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
、
綿
ア
メ
、
か
き
氷
を
は
じ

め
、
焼
き
そ
ば
、
豚
汁
等
、
全
て
が

早
々
と
完
食
。
楽
し
い
シ
ョ
ー
も
和

　
去
る
10
月
10
日
佐
川
野
学
区
分
館

主
催
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
古
河
市

の
下
総
ゴ
ー
ル
ド
レ
ー
ン
に
於
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
の
こ
の
催
し
は
、
わ
か

さ
会
の
方
々
を
メ
イ
ン
に
ミ
ニ
バ

レ
ー
と
し
て
行
っ
て
来
ま
し
た
。
し

か
し
今
回
は
、
こ
れ
に
変
わ
る
競
技

と
し
て
皆
で
楽
し
く
出
来
る
物
は
な

太
鼓
、
津
軽
三
味
線
、
よ
さ
こ
い
踊

り
と
盛
大
に
、
素
晴
ら
し
く
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
分
館
事
業
に
参
加
し
て
、
親

睦
の
中
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
大
好
評
の
う
ち
に
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
新
し
く
「
缶
つ
り

コ
ー
ナ
ー
」
が
設
け
ら
れ
、
沢
山
の

方
々
が
素
敵
な
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
て

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

い
か
、
と
い
う
事
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、総
勢
31
名
が
参
加
し
、

10
チ
ー
ム
に
分
か
れ
10
レ
ー
ン
貸
し

切
り
の
形
で
得
点
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
様
は
青
春
時
代
に

戻
ら
れ
た
様
子
で
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や

ス
ペ
ア
の
ス
コ
ア
が
出
る
度
に
歓
声

を
上
げ
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
、
会
場
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
て
食
事
会
を
行
い
、
楽
し
い

一
日
と
し
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

玉入れの様子

玉送りの様子

ふれあい広場の様子

集合写真 ボウリング大会の様子
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野木町公民館（館報編集委員会事務局）☎（57）4188
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◦
熱
気
球
活
動
実
績

日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
２
回
、
日
本
グ

ラ
ン
プ
リ
優
勝
８
回
、
ワ
ー
ル
ド
グ

ラ
ン
プ
リ
優
勝
、
ワ
ー
ル
ド
エ
ア

ゲ
ー
ム
金
メ
ダ
ル
（
日
本
人
初
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
他
、
世
界
各
地
の

大
会
で
優
勝
。
ベ
ー
リ
ン
グ
海
初
横

断
（
ロ
シ
ア
→
ア
ラ
ス
カ
）、
万
里

の
長
城
越
え
は
じ
め
、
世
界
40
ヶ
国

で
フ
ラ
イ
ト
。

◦
現
状
と
今
後
の
抱
負

気
球
活
動
の
た
め
に
平
成
元
年
、
野

木
町
へ
移
住
。
野
木
町
に
隣
接
し
た

　『
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ａ
』

　
ピ
パ
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
ひ
ま
わ

り
の
種
と
い
う
意
味
で
す
。
練
習
を

重
ね
て
い
つ
か
大
輪
の
花
を
咲
か
せ

た
い
と
い
う
思
い
と
、
野
木
町
と
ア

ン
ダ
ル
シ
ア
が
ひ
ま
わ
り
の
里
と
い

う
こ
と
で
つ
け
ま
し
た
。

　
一
年
に
一
曲
の
ペ
ー
ス
で
皆
上
達

し
、
達
成
感
も
味
わ
え
ま
す
。
音
楽

に
合
わ
せ
楽
し
く
踊
れ
ば
、
メ
タ
ボ

も
ス
ト
レ
ス
も
解
消
！
町
の
文
化
祭

サ
ー
ク
ル
紹
介

素
顔
〜
ご
存
知
で
す
か
〜

バ
ル
ー
ン
（
熱
気
球
）

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

野
木
町

フ
ラ
メ
ン
コ
サ
ー
ク
ル

渡
良
瀬
遊
水
池
は
日
本
有
数
の
フ
ラ

イ
ト
エ
リ
ア
で
全
国
各
地
か
ら
気
球

乗
り
が
飛
び
に
や
っ
て
来
ま
す
。
野

木
町
に
も
愛
好
者
が
増
え
て
気
球
ク

ラ
ブ
が
で
き
れ
ば
と
願
い
ま
す
。
将

来
、
野
木
町
を
舞
台
に
熱
気
球
大
会

が
開
催
で
き
れ
ば
楽
し
い
と
も
思
い

ま
す
。

　
現
在
、
競
技
か
ら
は
引
退
し
、
世

界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目
指
す
息
子
の

サ
ポ
ー
ト
役
で
世
界
を
走
り
廻
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
、
熱
気
球
の
普
及
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【お知らせ】
サークル、クラブ紹介してみませんか

　公民館、町体育センター、町施設な
どで活動している団体の方でご希望が
ございましたら、館報編集委員会事務
局までご連絡下さい。

☎５７−４１８8
※掲載につきましては、館報編集委員会で
　決定させていただきます。

藤田御夫婦

バルーン大会

な
ど
発
表
の
場
に
も
恵
ま
れ
、
美
し

い
衣
装
を
着
れ
ば
、
も
う
そ
こ
は
別

世
界
。

　
年
齢
、
性
別
、
体
型
一
切
関
係
な

く
、
初
心
者
も
必
ず
踊
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
人
生
経
験
を
踊
り
に
活

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
一
度
見
学
に

い
ら
し
て
下
さ
い
。

練
習
日
時
　
土
曜
午
後
２
時
〜
５
時

場
所
　
　
　
野
木
町
公
民
館

連
絡
先
　
　
木
村
（
57
）
２
３
８
９
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①
家
族
構
成

恒
夫
　
　
76
才
　
勇ゆ
う

志じ

　
　
26
才

喜
美
子
　
77
才
　
弘く

美み

子こ

　
26
才

紀
幸
　
　
53
才
　
愛あ

叶さ
き

　
　
４
才

百
合
子
　
53
才
　
叶か
の
ん夢

　
　
３
才

８
人
家
族
で
す
。

②
皆
さ
ん
の
好
き
な
色
・
マ
イ
ブ
ー
ム

◦
恒
夫
さ
ん

　
　
黒
・
趣
味
の
時
間
（
盆
栽
）

◦
喜
美
子
さ
ん

　
　
黄
・
書
道
・
読
書

◦
紀
幸
さ
ん
　
　
　

　
　
緑
・
ゴ
ル
フ
　
　
　

◦
百
合
子
さ
ん

　
　
橙
・
洗
濯

◦
勇
志
さ
ん
　
　

　
　
青
・
ギ
タ
ー
　

◦
弘
美
子
さ
ん

　
　
赤
・
浜
崎
あ
ゆ
み

◦
愛
叶
ち
ゃ
ん

　
　
赤
・
ジ
ュ
エ
ル
ペ
ッ
ト

◦
叶
夢
ち
ゃ
ん

　
　
桃
・
ジ
ュ
エ
ル
ペ
ッ
ト

③
大
家
族
で
良
か
っ
た
こ
と

◦
い
つ
も
明
る
く
に
ぎ
や
か
で
す
。

◦
家
の
中
は
、
人
と
物
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

◦
大
家
族
で
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出

を
作
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

︵
美
代
子
さ
ん
︶

　
耳
の
病
気
が
原
因
で
、
50
才
の
時

に
難
聴
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
折

り
、手
話
講
習
会
に
参
加
し
、「
手
話
」

と
出
会
い
、夢
中
で
勉
強
し
ま
し
た
。

上
達
す
る
楽
し
さ
と
、
聾ろ

う
し
ゃ者
の
友
達

と
の
交
流
、
第
２
の
人
生
の
始
ま
り

で
し
た
。
昭
和
62
年
、
偶
然
に
も
手

話
を
学
ん
で
い
た
娘
家
族
と
野
木
町

で
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
手
話
講
習
会
を
き
っ
か
け

に
そ
の
時
の
生
徒
さ
ん
と
手
話
サ
ー

　
　募

　
　集

　
６
月
号
か
ら
掲
載
の
特
集
「
き
ず

な
」
は
、
野
木
町
に
住
む
様
々
な
家

族
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
結
婚
年
数

の
長
い
夫
婦
、
新
婚
、
赤
ち
ゃ
ん
の

生
ま
れ
た
家
、
大
家
族
な
ど
の
方
々

を
募
集
し
ま
す
。（
推
薦
も
可
）

連
絡
先
　
公
民
館
　（
57
）４
１
８
８

野　木

新　橋

島
田

　恒
夫 
さ
ん

御
一
家

岡
田
美
代
子 

さ
ん

加
瀬

　明
美 

さ
ん

特 

集
「
き
ず
な
」

（
大
家
族
）

（
母
と
娘
）

「サークル活動中」

ク
ル
を
立
ち
上
げ
、
今
日
ま
で
22
年

間
、母
娘
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

生
き
る
喜
び
を
見
出
せ
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

︵
明
美
さ
ん
︶

　
母
と
共
々
、
元
気
に
活
動
を
出
来

る
こ
と
、
ま
た
メ
ン
バ
ー
の
支
え
で

長
い
間
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
本
当
に
幸
せ
に
思
い
ま
す
。



三
位
だ
っ
た
。「
や
っ
た
あ
！
」

思
わ
ず
心
の
中
で
さ
け
ん
だ
。

夢
だ
っ
た
ウ
ィ
ニ
ン
グ
ラ
ン

６
年　
 
田
中 　

た

な

か

 
翔
大 

し
ょ
う
た

　

小
学
校
最
後
の
紅
白
リ
レ
ー
。

三
位
で
五
年
生
か
ら
バ
ト
ン
を

も
ら
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、 
「
ぬ

か
せ
る
。
ぬ
か
せ
る
。」
と
言
い

な
が
ら
、
思
い
っ
き
り
走
り
ま

し
た
。
一
年
生
の
時
か
ら
の
夢
、

チ
ー
ム
の
旗
を
持
っ
て
、
ウ
ィ

ニ
ン
グ
ラ
ン
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
高
の
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。

小
学
校
最
後
の
運
動
会

６
年　
 
石
川 　

い
し
か
わ

 
千
尋 

ち

ひ

ろ

　

小
学
校
最
後
の
運
動
会
は
、

と
て
も
心
に
残
り
ま
し
た
。
個

人
走
で
は
、
初
め
て
ゴ
ー
ル
テ

ー
プ
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
と
て
も
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
は
、

腰
を
低
く
、
テ
キ
パ
キ
と
踊
る

こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
準
備

係
の
仕
事
は
積
極
的
に
楽
し
く

活
動
で
き
ま
し
た
。

後
ま
で
残
れ
た
の
で
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。４

年　
 
大
橋 　
 
昂
太 

お
お
は
し 

こ

う

た

　

と
き
ょ
う
走
で
全
力
で
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
走
り
ま
し
た
。

カ
ー
ブ
の
と
こ
ろ
で
一
位
に
な

り
ま
し
た
。
で
も
ゴ
ー
ル
前
で

ぬ
か
さ
れ
結
果
は
二
位
で
し
た
。

と
て
も
く
や
し
か
っ
た
で
す
。

来
年
は
一
位
を
と
れ
る
よ
う
が

ん
ば
り
ま
す
。

目

標

に

向

か

っ

て

５
年　
 
菅
野 　
 
桜 

か

ん

の
 

さ
く
ら

　

ほ
ぼ
百
メ
ー
ト
ル
走
。
前
の

レ
ー
ス
が
フ
ラ
イ
ン
グ
を
し
た

の
で
、
き
ん
ち
ょ
う
が
高
ま
っ

た
。
次
は
い
よ
い
よ
自
分
の
レ

ー
ス
の
番
だ
。「
い
ち
に
つ
い
て
、

よ
う
い
、
バ
ン
。」
ピ
ス
ト
ル
の

合
図
で
始
ま
っ
た
。
後
ろ
を
ふ

り
返
る
こ
と
が
で
き
な
い
き
ん

ち
ょ
う
感
。
ゆ
だ
ん
は
で
き
な

い
。
息
が
き
れ
て
き
た
。「
も
う

少
し
。
も
う
少
し
。」
自
分
に
言

い
聞
か
せ
な
が
ら
走
っ
た
。
目

の
前
に
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
が
見
え

た
と
き
、
後
ろ
を
ふ
り
返
っ
た
。

ダ

ン

ス

３
年　
 
山
本 　
 
梨
菜 

や
ま
も
と 

り

な

　

わ
た
し
た
ち
は
う
ん
動
会
で

ダ
ン
ス
を
お
ど
り
ま
し
た
。
ア

ニ
メ
「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
」
の

「
ヤ
ブ
レ
カ
ブ
レ
」
と
い
う
き

ょ
く
で
お
ど
り
ま
し
た
。
サ
ン

バ
イ
ザ
ー
を
か
ぶ
っ
て
、
ポ
ン

ポ
ン
を
持
っ
て
お
ど
り
ま
し
た
。

れ
ん
習
は
、
ち
ょ
っ
と
大
へ
ん

だ
っ
た
け
ど
、
本
番
は
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
お
ど
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
が
お

わ
る
と
、「
か
っ
こ
よ
か
っ
た

ね
。」「
じ
ょ
う
ず
だ
っ
た
ね
。」

と
、
み
ん
な
が
ほ
め
て
く
れ
ま

し
た
。
来
年
も
ま
た
、
が
ん
ば

り
た
い
で
す
。

力
を
出
し
き
っ
た
運
動
会

４
年　
 
武
井 　
 
駿
允 

た

け

い
 

し
ゅ
ん
す
け

　

ぼ
く
が
一
番
が
ん
ば
っ
た
の

は
き
馬
戦
で
す
。
今
年
初
め
て

や
る
の
で
、
き
ん
ち
ょ
う
し
ま

し
た
。
四
人
で
力
を
合
わ
せ
て
、

上
手
に
き
馬
を
組
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
本
番
で
は
、
最

し
た
。
お
か
あ
さ
ん
は
、
じ
ょ

う
ず
だ
っ
た
よ
と
い
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
だ
ん
す
で
ほ
め
ら
れ

て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ぼ
く
た
ち
、

か
わ
い
い
モ
ン
ス
タ
ー
！

２
年　
 
小
林 　
 
大
翔 

こ
ば
や
し 

だ

い

と

　

モ
ン
ス
タ
ー
の
ダ
ン
ス
が
一

ば
ん
心
に
の
こ
り
ま
し
た
。
れ

ん
し
ゅ
う
の
時
は
、
本
ば
ん
大

じ
ょ
う
ぶ
か
な
と
思
っ
た
け
れ

ど
、
本
ば
ん
は
、
ま
ち
が
え
ず

に
お
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
う
ち
の
人
が
た
く
さ
ん
ほ
め

て
く
れ
ま
し
た
。

２
年　
 
阿
久
津 　
 
芽
生 

あ

く

つ
 

め

い

　

わ
た
し
は
、
モ
ン
ス
タ
ー
を

お
ど
る
時
、
う
し
ろ
や
前
に
お

き
ゃ
く
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
た

の
で
、
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

で
も
、
上
手
に
お
ど
れ
た
の
で
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

う
で
を
ピ
ン
と
の
ば
し
て
お
ど

り
ま
し
た
。

　

九
月
に
行
わ
れ
た
「
友
沼
小

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
運
動
会
」
の

こ
と
を
作
文
に
書
き
ま
し
た
。

初

め

て

の

運

動

会

１
年　
 
舘
野 　
 
豊
奈 

た

て

の
 

と

よ

な

　

わ
た
し
は
、
お
か
あ
さ
ん
に

だ
ん
す
は
ど
う
だ
っ
た
か
き
き

ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
に
、
て

が
の
び
て
て
か
っ
こ
よ
か
っ
た

よ
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
か
け
っ

こ
は
四
と
う
だ
っ
た
の
で
く
や

し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
ま
え

よ
り
は
や
く
な
っ
た
の
で
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

１
年　
 
瀬
下 　
 
晴
叶 

せ

し

も
 

は

る

と

　

ぼ
く
は
、
お
か
あ
さ
ん
に
だ

ん
す
は
ど
う
だ
っ
た
か
き
き
ま

がっこうがっこう
友
沼
小
学
校

（17）



貸出カードの更新

　住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト
　休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセット等は、入れないでください。
　開館中は、カウンターに返してく
ださい。

おはなし会

☆グレース森
　１２月３日（金）
　１１：００～１１：３０
　♪絵本よみきかせ　
　♪エプロンシアター
　対象：幼児
☆ピノキオ
　１２月１４日（火）２１日（火）２８日（火）
　１１：００～１１：２０
　♪絵本よみきかせ
　♪手あそび
　対象：幼児

　１２月１８日（土）
　１４：００～１４：３０
　♪絵本よみきかせ
　♪手あそび　♪工作
　対象：幼児～小学校低学年

※場所は１階おはなしコーナーです。
※対象は目安ですので、お気軽にご
参加ください。

こども映画会

「ミッキーのクリスマスキャロル」
「Ｆａｔｈｅｒ　Ｃｈｒｉｓｔｍａｓ」
日　時　１２月１８日（土）
　　　　午後２時～３時００分
会　場　２階ホール
対　象　５歳以上

学校移動図書館巡回日程

　ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方も貸し出しがで
きますのでご利用ください。
　ただし、児童書が中心でビデオテ
ープの貸し出しは行っていません。
１２/７　佐川野小　13:05～13:50
１２/８　友沼小　　13:00～14:00
１２/１５　南赤塚小　13:00～14:00
１２/１６　野木小　　12:45～13:30
１２/２１　新橋小　　12:50～13:35

新着図書

＜一般書＞
・マリアビートル　　（伊坂幸太郎）
・白銀ジャック　　　　（東野圭吾）
・カウントダウン　　　（佐々木譲）
・日本経済の真実　　　（辛坊治郎）
・これからの「正義」の話をしよう
　　　　　　（マイケル・サンデル）
・パリごはんｄｕｅｘ　（雨宮塔子）
・佐伯チズの和美人の本（佐伯チズ）
・山登りはじめました　めざせ！
　富士山編　　　　　（鈴木ともこ）

＜児童書＞
・まじょ子とふしぎなまほうやさん
　　　　　　　　　　　（藤真知子）
・ブンダバーとにゃんにゃんにゃん
　　　　　　　　　（くぼしまりお）
・銀のらせんをたどれば
　　（ダイアナ・ウィン・ジョーンズ）
・ひらめきの建築家ガウディ
　　　　　　　　　（光村教育図書）
・砂上の船水上の家　　（ポプラ社）

リサイクル市開催

　図書館が所有する本（雑誌含む）
のうちで、廃棄予定のものを希望者
に無償で配布します。これは、本を
有効利用していただくためで、昨年
度は約３千冊が新しい持ち主に引き
取られていきました。
日　時　１２月１１日（土）
　　　　午前９時３０分～午後４時
　　　　１２月１２日～１５日
　　　　※１３日（月・休館）除く
　　　　午前９時３０分～午後５時
会　場　２階ホール
出　品　本・雑誌
対　象　町在住者（１人５点まで）
※１２日以降は町外者可。冊数制限
なし。袋は、各自ご用意ください。

クリスマスコンサート

　クリスマスを楽しく過ごしていた
だこうと、ボランティア音楽家によ
るクリスマスコンサートを開きます。
日　　時　１２月２５日（土）
　　　　　午後２時～３時
　　　　　（１時４０分～受付・開場）
会　　場　図書館２階ホール
入場無料
演奏者＆曲目　
○ルナ・ドゥー（リコーダー）
（竹村拡子さん、黒岩宣子さん他）
　アメージング・グレイス　そりす
　べり　カントリーロード　ラテン 
　アメリカン組曲より　フェスタ他
対　　象　どなたでも
定　　員　先着７０人
申込期間　１２月１４日～１９日
申込方法　図書館へ（電話可）

　　　　 撒（５７）２８１１

クリスマスおはなし会

　今年も楽しいおはなしがたくさん
詰まったクリスマスおはなし会を開
催します！みんなで楽しい時間を過
ごしてこころを豊かにしよう♪
日　時　１２月２３日（木）
　　　　午前１０時～１１時１５分
場　所　図書館２階ホール
対　象　幼児～小学生低学年
内　容　絵本、紙しばい
　　　　パネルシアターなど
出　演　絵本の会

わくわく！おはなしカーニバルｉｎ
野木を１０月１７日に開催しました！

　今回で４回目を迎えたわくわく！
おはなしカーニバルには、１００名を
超える多くの方のご参加をいただき
ました。県内外で活躍している出演
者が人形劇やパネルシアター、マジ
ック、絵本のよみきかせなど、バラ
エティ豊かな内容で楽しませてくれ
て、会場は子どもの笑顔でいっぱい
になりました。同時に開催した絵本
展示も好評で、親子でいっしょに絵
本を楽しむ姿が見られました。

（18）



パソコンサロン

　ボランティアによる初心者対象パ

ソコン相談室を開催しています。

日　時　１２月９日（木）

　　　　午後１時～４時

　　　　１２月１８日（土）

　　　　午前９時３０分～１１時３０分

会　場　町公民館２階第４研修室

申込不要

※ 日程変更もありますので、公民館

掲示板で確認するか、問い合わせく

ださい。

問町公民館　　　　　   撒（５７）４１７７

元気の出るスポーツクラブのぎ 

 　　　レッツトライ！　ストレッチ教室

　バランスボールやストレッチポー

ルを使って姿勢の改善や簡単な運動

を行います。

日　時　１月２４日～２月２８日

　　　　毎週月曜日（全５回）

　　　　※ ２月２１日を除く

　　　　午前１０時～１１時３０分

会　場　町公民館

定　員　２０名（先着順）

参加料　クラブ会員　１０００円

　　　　非会員　　　２０００円

持参する物

　運動のできる服装、タオル、飲み物等

　ヨガ・ストレッチマット（バスタオルで代用可）

講　師　運動指導認定員

　　　　関根沙織さん

申込方法　参加料を添え生涯学習課へ

申込期間　１２月１４日～

　　　　　※定員になり次第終了

問生涯学習課　　　　　撒（５７）４１８７

THE EKIDEN 
～野木町駅伝大会～

日　時　１月２３日（日）　午前１０時～
　　　　小雨・小雪決行（順延なし）
会　場　町公民館集合
　　　　町内コース
　　　　（駅伝コース図参照）
参加資格・チーム編成
算小中学生の部は、町内の小中学生
　の参加とします。
算一般女子・一般男子の部に小中学
　生の参加は認めません。
算壮年男子・一般男子の部に女子２
　名までの参加は認めます。
算一般男女・壮年の部は、町在住在
　勤者の参加が半数以上とします。
種目・人数・参加料
産小学生男子・女子、中学生女子の部
　１チーム５名　１５００円
産一般女子の部
　１チーム５名　２０００円
産中学生男子の部
　１チーム７名　２０００円
産一般男子・壮年男子（４０歳以上）の部
　１チーム７名　３０００円
申込期間　１２月１日～２２日
申込方法　参加料を添え生涯学習課へ

問生涯学習課　　　　撒（５７）４１８７

スキー＆スノボ講習会
　白銀の世界の中でウィンタースポ
ーツを思い切り楽しみましょう外
日　時　２月５日（土）　午前５時発
会　場　会津高原だいくらスキー場
対　象　小学生以上の町在住在勤者
　　　　（小学３年生以下は保護者同伴）
　　　　※スクールに参加すること
講　師　町スキー協会指導員
　　　　スキー場インストラクター
交　通　貸切バス２台
定　員　先着７０名
参加料
纂中学生以上
　Ａコース５０００円（リフト・昼食代）
　Ｂコース６０００円
　（リフト・昼食代・レンタルスキー）
纂小学生
　Ｃコース４０００円（リフト・昼食代）
　Ｄコース５０００円
　（リフト・昼食代・レンタルスキー）
※レンタルスノーボードは５００円増
※レンタルウェアは２０００円（ウェア上下）
※帽子・手袋・ゴーグルのレンタルは各２００円
申込期間　１２月１０日～２１日
　　　　　※定員になり次第終了
申込方法　参加料を添え生涯学習課へ

問生涯学習課　　　　　撒（５７）４１８７
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　一般男子・壮年男子・中学男子　７区間　１６．１㎞
・３区からスタート
　小学生男子・一般女子・中学女子・小学生女子　５区間　１０．９㎞
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ホープ
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広報連絡委員
レポート
295

広報連絡委員　高田　　ウメ

野木宿　花できれいに

（21）

　栃木県の南の玄関口である野木町野木(野木宿)では、今年〈花いっぱい運動〉が

始まりました。野木地区住民４６名の方により「野木宿はないっぱい推進会」が５月

に発足、６月６日に発足式を行うとともに、四号国道沿いを除草、ゴミ・石ころ等

を拾い、草花を植え付けました。

　また、道路美化活動に取り組むボランティア団体を行政が支援する「ボランテ

ィア・サポート・プログラム」の協定書調印式が８月６日町役場で行われ、推進会

と国土交通省・宇都宮国道工事事務所・町がそれぞれ協定書を交わし、協力関係を

約束しました。

　私自身もこのボランティアの仲間です。この夏は猛暑で熱中症が懸念され、高

齢の私は参加できない日もありましたが、他の方々の努力の成果で草もきれいに

なりました。

　夏の間咲いていたサルビアやマリー

ゴールド、黄花コスモスの花は、秋を迎

え大分寂しくなりましたが、１１月に葉

ボタンやパンジーを植えましたので、

またきれいににぎやかになりつつあり

ます。パンジーは多彩な花色で花期が

長く冬の花壇に大活躍、葉ボタンはキ

ャベツの仲間、ヨーロッパが故郷でわが国に渡来したのは江戸時代中期だそうで

す。野木神社入口に近い所に花壇がありますので、来る野木神社御帰社祭にでも

ご参拝の折は是非御覧になってください。きれいなので自然と目に入ります。ち

なみに花ことばは、パンジーは「自然との共存」、葉ボタンは、「祝福」です。

　あせらず地道に、無理なく長く続け、国道沿いが花いっぱいになることを夢見

て約１㎞ を目標に頑張っています。この活動を通して、地区のコミュニケーショ

ンが深まることを確信しています。



PLAYLOT～遊び場～
新橋児童館・あかつか児童センターのイベント情報

新橋児童館　℡(57)9155　　あかつか児童センター　℡(54)1440 （22）

恭新橋児童館

算親子で３Ｂ体操

　皆さんに親しまれていた〈親子で

ヨガ〉が講師の先生の諸事情から、急

に打ち切りとさせていただきご迷惑

をお掛けいたしましたが、今月から

ヨガに変わり〈３Ｂ体操〉が始まるこ

ととなりました。

　詳しい内容についてお知りになり

たい方は、直接児童館の方へお問い

合わせ下さい。

日　時　１２月４日（土）

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

対　象　幼児と保護者

参加費　１組　５００円

申　込　当日代金を添え児童館へ

算みんなで遊ぼう！

　戸外遊びには最高の季節。段ボー

ルの手作り電車にお母さんと一緒に

乗って、公園まで出発進行！公園に

着いたらみんなで何して遊ぼうかな

～竃

日　時　１２月７日（火）

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

対　象　幼児と保護者

参加無料・申込不要

算ふれあいクリスマス会

　日頃お世話になっている地域の方

たちと小学生が一緒になってゲーム

をしたり、デコレーションケーキを

作ったりして楽しいクリスマスパー

ティをしませんか？

日　時　１２月１１日（土）

　　　　午前１０時３０分～正午

対　象　小学生

参加料　１５０円

申　込　代金を添え児童館へ

　　　　（１２月６日〆切）

算楽しいクッキング

　いよいよ２０１０年も残すところあと

１カ月概児童館でも良い年を迎える

ために、みんなで「年越しオリジナル

ラーメン」を作ることになりました。

ブタめんの上に好きな物をトッピン

グして、みんなで今年１年を振り返

りながら美味しく食べよう。

日　時　１２月１８日（土）

　　　　午前１０時～正午

対　象　小学生・幼児と保護者

参加費　１人１００円（材料費として）

申　込　参加費を添え児童館へ

　　　　（１２月１６日〆切）

算ドッジボール大会inばら公園

　寒さに負けず、ドッジボール大会

に挑戦概　ゲーム終了後、あったか

いココアがもらえるよ！

日　時　１２月２７日（月）

　　　　午前９時４５分児童館集合

　　　　午前１０時ゲームスタート

　　　　（雨天時中止）

対　象　小学生

参加無料・申込不要

恭あかつか児童センター

算科学へGO!

　あかつか児童センターに『移動科

学教室』が来ます。

　「科学マジックショー」と「工作教

室」です。

　楽しい科学の世界に飛び込もう概

日　時　１２月４日（土）

　　　　午前１０時３０分～１２時３０分

対　象　小学生　４０名程度

参加無料

申込受付中概（電話可）

※ 広報11月号でもお知らせしてい

ます。すでに申し込み受け付けを開

始しています。

算バドミントン教室

　寒い冬を吹き飛ばせ概元気いっぱ

いお友達やご家族とバドミントンで

楽しもう！

日　時　１２月１１日（土）

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

対　象　小学生以上

参加無料

申　込　児童センターへ（電話可）

算ふれあいクリスマス会

　児童センター恒例の自治会の方と

楽しいクリスマス会です。

　２０１０年の締めくくりは児童センタ

ーのクリスマスで大いに楽しんでく

ださい。

日　時　１２月１８日（土）

　　　　午前１０時３０分～正午

対　象　小学生　２０名程度

参加無料

申　込　１１月２２日～

　　　　児童センターへ（電話可）

恭合同イベント

算集ってECO－概

　２０１１年の新橋児童館・あかつか児

童センターの始まりは、　「ECO」が

テーマのイベントです。

　お正月ならではのECOなお楽しみ

や、心も体もポッカポカな催しで新

春を楽しみましょう。

日　時　１月８日（土）

　　　　午前１０時００分～午後２時

場　所　あかつか児童センター

その他　詳しいことは町内小学校等

　　　　のポスターを御覧ください



WWWWWWWWWWWiiiiiiiiiittttttttttithhhhhhhhhhh  YYYYYYYYYYYoooooooooouuuuuuuuuuou

毅
毅

毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅

食　育

　丸林保育所では、保育活動の中に食育を取

り入れています。野菜を育てるのは、主に３

歳から５歳児。今年も保育者と一緒に畑に

野菜の苗（じゃがいもやきゅうり、ナス、ミ

ニトマト、ピーマン等）を植えました。３歳

児も重いジョウロを「よいしょ！」と抱えな

がら水やりのお手伝いです。できた野菜は

水道で洗ったり、皮むきをしたりして給食室

に届けお昼のおかずの一品に変身して、子ど

もたちの前に届きます。野菜を素手で触れ

ることでその野菜の手ざわりや匂いを確か

め、一つ一つ名前を覚えていきます。

　夏野菜を食べ尽くした１０月には、子どもた

ちと一緒に土を耕し冬野菜のほうれん草の

種をさっそくまきました。「どんな葉っぱか

な」、「おいしい？」、「おおきくなーれ」と期

待をしながら丁寧に土をかぶせます。収穫

が今からとても待ち遠しいです。

　また、４・５歳児は手作りクッキングに挑

戦しています。先日は十五夜さんのお団子

作りに挑戦しました。耳たぶくらいの柔ら

かさにこねた生地を、ミニトマトの大きさに

手でちぎり、コロコロコロコロ、掌で丸めま

す。できあがったお団子を見て、「うさぎさ

んみた～い！」、「ピカチュウできたよ」と、

部屋中に笑い声があふれました。おやつに

「お月見団子」としてクラス全員で食べまし

た。次は「給食バイキング」です。今からと

ても楽しみにしている子どもたちです。

丸林保育所保育士　福田　緑

ヘルスメイト（食生活改善推進員の愛称）の 

“地産地消メニュー！”
　地元の食材を使った、栄養と元気いっぱい

のメニューを紹介します。

☆ホタテと大根のサラダ☆

　　　　　　　　　　　　　　（1人分）

　　　　　　　　　　　　　エネルギー 72kcal

　　　　　　　　　　　　　タンパク質 2.4g

　　　　　　　　　　　　　脂質 5.5g

　　　　　　　　　　　　　鉄 0.3mg

　　　　　　　　　　　　　塩分 0.3g

算材料（4人分）

ホタテ(缶)…１／２缶、大根…４００ｇ、マヨ

ネーズ…大さじ２と１／２、塩・こしょう

…少々、貝割れ大根…１／４パック

算作り方

①大根は千切りにして、塩（小さじ１）を

ふる。大根がしんなりしたら、水けを軽く

絞る。

②貝割れ大根は根元を切って洗い、半分に

切る。

③ボウルにホタテを汁ごと入れて、大根を

加える。

④マヨネーズ、塩、こしょうで調味し、味

を調える。

⑤器によそり、貝割れ大根を散らす。

〈ひとこと〉

　このメニューは、１０月の「男の料理教室」

で作ったものです。野木町のおいしい大根

と、旨味たっぷりなホタテ缶を使った“ホ

タテと大根のサラダ”をぜひ作ってみてく

ださい。

食生活改善推進員会
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団
体
と

し
て
、「
母
子
保
健
推
進
会
議
会
長
表

彰
」・「
８
０
２
０
里
賞
の
奨
励
賞
」

を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
ま
し
た
。

　

野
木
町
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会

は
発
足
し
て
、　

年
に
な
り
ま
す
。

３７

現
在　

名
で
地
区
ご
と
に
配
置
さ
れ
、

３０

住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

ま
た
地
域
で
の
子
育
て
の
強
力
な
応

援
力
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

《
母
子
保
健
推
進
員
の
主
な
活
動
》

○
２
才
児
訪
問

○
乳
幼
児
健
診
未
受
診
者
へ
の
受
診

　

勧
奨

○
育
児
相
談
遊
び
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
事
故
予
防
啓
発
・
事
故
予
防
グ
ッ

　

ズ
の
作
製

○
健
康
ま
つ
り
へ
の
協
力
（
H　

年
２１

　

ま
で
）・
産
業
祭
へ
の
参
加

　

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

Topics ～町の話題・投稿～

８
０
２
０
運
動
表
彰

　

小
山
歯
科
医
師
会
と
町
で
は
、
８

０
２
０
運
動
普
及
啓
発
の
た
め
、
対

象
者
の
方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
８

０
２
０
運
動
と
は
、　

歳
に
な
っ
て

８０

も
、
健
康
な
自
分
の
歯
を　

本
以
上

２０

残
そ
う
と
い
う
運
動
で
す
。　

　

表
彰
式
は　

月
７
日
役
場
で
行
わ

１０

れ
、
本
年
度
は
９
名
の
方
が
対
象
と

な
り
、
７
名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

飯
嶋
秀
子
さ
ん　

池
田
菊
野
さ
ん

岩
崎
み
つ
江
さ
ん　

押
山
よ
志
の
さ
ん

風
間
龍
明
さ
ん　

熊
倉
康
夫
さ
ん

笹
沼　

渡
さ
ん　

長
島　

榮
さ
ん

根
岸
節
子
さ
ん　

（
順
不
同
）

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

歳
に
な

８０
っ
て
も
自
分

の
歯
を
残
す

た
め
、
食
事

の
後
３
分
以

上
歯
磨
き
を

心
が
け
ま
し

ょ
う
。

青
年
農
業
者

   
海
外
派
遣
研
修
帰
国
報
告

　

県
青
年
農
業
者
海
外
派
遣
研
修
で
、

９
月　

日
〜　

月
５
日
の
９
日
間
、

２７

１０

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
３
カ
国
の
農
業
事
情
を

視
察
・
研
修
し
て
こ
の
度
帰
国
さ
れ

た
小
野
泰
宏
さ
ん
が
、
町
長
を
訪
問

し
て
研
修
の
成
果
を
報
告
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

「
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
」と
い
う
町
長
に
、「
は
い
！
」

と
堂
々
と
答
え
る
姿
は
と
て
も
頼
も

し
い
も
の
で
し
た
。

　

「
経
験
を
基
に
農
業
経
営
や
技
術

に
生
か
し
た
い
」
と
語
る
小
野
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
町
の
農
業
の
推
進
・
向

上
に
向
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　　　→

町長と握手を

交わす小野さん

　　←

オランダの

アールスメール花市場

 （小野さん撮影）

玉木さん

須田さん 荒井さん
新井さん

（24）



興 
れ
ん
げ
の
里
川
田

　
　
　
　
　
　
　

代
表　

鈴
木
敏
男

　

今
年
で
、
第
３
回
目
と
な
る
生
き

も
の
調
査
を
、
８
月　

日
に
実
施
し

２８

ま
し
た
。
佐
川
野
小
学
校
の
児
童　
２０

名
を
含
む
総
勢　

名
で
調
査
を
行
い
、

３０

た
く
さ
ん
の
生
き
も
の
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年

も
、
調
査
終
了
後
に
参
加
児
童
全
員

で
生
き
物
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
い
ま

し
た
。
昨
年
の
経
験
も
生
か
さ
れ
て
、

今
年
も
素
晴
ら
し
い
マ
ッ
プ
が
完
成

し
ま
し
た
。
調
査
だ
け
で
な
く
マ
ッ

プ
を
作
成
し
た
こ
と
で
、
子
供
た
ち

が
地
域
の
環
境
を
少
し
で
も
気
に
か

け
て
く
れ
れ

ば
幸
い
で
す
。

来
年
度
も
充

実
し
た
調
査

が
で
き
る
よ

う
に
、
準
備

を
進
め
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

両
地
区
と
も
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

充
実
し
た
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

生
き
も
の
調
査
報
告

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
も
町

内
２
地
区
で
生
き
も
の
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

興 
み
ど
り
の
里
川
西

　
　
　
　
　
　
　

代
表　

青
木
良
夫

　

今
年
で
、
第
４
回
目
と
な
る
生
き

も
の
調
査
を
、
８
月
８
日
に
実
施
し

ま
し
た
。
友
沼
小
学
校
の
児
童
４
名

を
含
む
総
勢　

名
で
、
田
ん
ぼ
と
水

２８

路
を
中
心
に
調
査
を
行
い
、
た
く
さ

ん
の
生
き
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
だ
け
で
な

く
、
我
々
大
人
も
童
心
に
返
っ
て
生

き
も
の
を
捕
ま
え
て
い
た
の
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。
調
査
終
了
後
に

は
、
生
き
も
の
マ
ッ
プ
の
作
成
に
も

取
り
組
み
、
初
め
て
な
が
ら
素
晴
ら

し
い
マ
ッ
プ
が
完
成
し
ま
し
た
。
来

年
度
は
活
動

最
終
年
と
な

る
の
で
、
５

年
間
の
集
大

成
と
し
て
充

実
し
た
調
査

が
で
き
る
よ

う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

未
来
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
涯

　

町
野
球
連
盟
は
、　

年
度
に
活
躍

２２

し
た
最
優
秀
選
手
４
名
を
表
彰
し
ま

し
た
。

酸
学
童
野
球
最
優
秀
選
手
賞

（
写
真
左
か
ら
）

丸
林
ベ
ア
ー
ズ

　

小
曽
根 
陽
太 
君（
南
赤
塚
小
６
年
）

野
木
イ
ー
グ
ル
ス

　

茂
呂 
崇
人 
君（
野
木
小
６
年
）

松
原
タ
イ
ガ
ー
ス

　

福
島 
大
樹 
君（
新
橋
小
６
年
）

潤
島
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

　

大
森 
良
和 
君（
佐
川
野
小
６
年
）

ふ
る
さ
と
と
ち
ぎ
農
業
・
農
村
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

姉
妹
で
最
優
秀
賞
！

　

第　

回
ふ
る
さ
と
と
ち
ぎ
農
業
・

１９

農
村
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
南
赤

塚
小
の
平
野
恵
里
香
さ
ん（
２
年
）・

平
野
美
由
紀
さ
ん（
６
年
）が
姉
妹
そ

ろ
っ
て
最
優
秀
賞（
栃
木
県
知
事
賞
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
県
内
１

７
２
校
か
ら
、
総
数
１
４
４
４
点
の

応
募
が
あ
り
、
恵
里
香
さ
ん
は
低
学

年
の
部
で
、
美
由
紀
さ
ん
は
高
学
年

の
部
で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
二
人
と
も
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

（25）

　　美由紀さんの作品→
「肥料まきをするおじいちゃん」

　　　↑恵里香さんの作品
「パワーぜんかい！おばあちゃんののこぎりかま」



（26）

Topics ～町の話題・投稿～

町
と
ゼ
ン
リ
ン
が
協
定

「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」発
行
で

　

町
で
は
こ
の
度
、
町
民
の
皆
様
に

く
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
株
式
会
社
ゼ
ン
リ

ン
と
の
官
民
協
働
事
業
で
「
野
木
町

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
行

す
る
こ
と
と
な
り
、　

月　

日
、
協

１０

２６

定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

発
行
に
当
た
っ
て
は
、
株
式
会
社

ゼ
ン
リ
ン
が
製
作
業
務
を
行
う
と
と

も
に
そ
の
費
用
を
負
担
し
、
町
は
町

民
へ
の
配
布
と
情
報
提
供
を
行
い
ま

す
。

南
赤
塚
小
稲
刈
り
体
験

　

南
赤
塚
小
学
校
の
子
供
た
ち
が
６

月
に
植
え
た
稲
が
収
穫
時
期
を
迎
え
、

　

月　

日
、
６
年
生
に
よ
る
稲
刈
り

１０

１５

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
慣

れ
な
い
稲
刈
り
鎌
も
苦
に
な
ら
な
い

様
子
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
刈
り
取

ら
れ
た
稲
は
、
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た

農
家
の
方
の
手
で
次
々
と
コ
ン
バ
イ

ン
に
か
け
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

と
れ
た
お
米
は
、
収
穫
祭
で
お
餅

に
し
て
食
べ
た
そ
う
で
す
。

防
犯
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

明
る
い
町
づ
く
り
の
推
進
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
こ
の
度
東
京
電
力

株
式
会
社
栃
木
南
支
社
よ
り
防
犯
灯

　

基
が
寄
贈
さ
れ
、　

月
２
日
、
町

２０

１１

長
室
に
お
い
て
目
録
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
、

町
内
の
要
望
箇
所
へ
順
次
設
置
す
る

予
定
で
す
。

　

こ
の
方
法
に
よ
り
、
町
は
少
な
い

財
政
・
事
務
負
担
で
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
実
現
で
き
、
町
民
の
皆
様

は
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
に
加
え
、
保
存

版
の
冊
子
と
し
て
備
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
を
中
心
に
企
業
等
に

広
告
を
募
る
こ
と
で
、
町
内
全
域
に

配
布
さ
れ
る
刊
行
物
の
広
告
効
果
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

「
野
木
町
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
は
、
平
成　

年
４
月
頃
発
行
の

２３

予
定
で
す
。



Hiro column No.18Hiro column No.18

コラムひろコラムひろ
野木町長
真瀬宏子

〈子育て支援〉から〈子が育つ環境作り〉へ

　　煉瓦窯の保存修復費用として、

　　　　　　皆様の寄附金・募金を受付けています。

　　産１０月３１日までにご協力いただいた寄附金・募金

　　　寄附金　　　　　　

　　　（内ふるさと納税　５３８，０００円）

　　　募　金

　　　　計　

　　　　問生涯学習課撒（５７）４１８８

（27）（27）

町内の交通事故

５件数　

月
累
計

１０

１死者

５傷者

５０
(－３２)

件数
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２１

１
(０)

死者
（増減）

６８
(－３７)

傷者
（増減）

町内の救急出場

７７
出場
件数

　

月
累
計

１０

７２
搬送
人員

５１５
(７１)

出場
件数
（増減）

　
　

年
度
累
計（
前
年
比
）

２１

４８１
(８２)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

１空き巣
　

月
累
計

１０ １自動車盗

０車上ねらい

１自転車盗

１７
(０)

空き巣
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２１

１０
(２)

自動車盗
（増減）

１７
(３)

車上ねらい
（増減）

２６
(－３)

自転車盗
（増減）

１１月１日現在
人口 男 １２,６２４人

女 １２,９７６人
計 ２５,６００人

　世帯数　９,１３０

町の人口

伺ご提案やご意見をお寄せください外

　町政へのご提案やご意見をお寄せくださ

い。今後の新しいまちづくりの参考とさせ

ていただきます。

胸お手紙で

　宛先　〒３２９‐０１９５（住所不要）

　　　　野木町長　真瀬宏子　行

胸ファックスで　姉０２８０（５７）４１９０

胸メールで

　町ホームページトップページの

　「ご意見箱」をクリックしてください。

今月の納期

第４期

第６期

第６期

第６期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者
医療保険料

野木町煉瓦窯を未来に残すために野木町煉瓦窯を未来に残すために！！

日　時　１２月２０日（月）

　　　　午後５時３０分～７時

会　場　役場本館１階第１会議室

申　込　不要（当日、会場にて記名）

その他　１２月の「みんなの広場」はフリートーク

　　　です（テーマは特に設けません）。ただし、

　　　事業関係の利害に関する話題はご遠慮くだ

　　　さい。

　１月からテーマを決めて開催します。

　１～３月の３回にわたり「煉瓦窯保存修復に
ついて」をテーマに皆様のご意見を伺いたいと
思いますので、ぜひご参加ください。

　なお、テーマ以外のご意見については、当日別

に記入票をお渡ししますので、そちらにご記入く

ださい。

問政策課　　　　　　　　　　撒（５７）４１３３

　今日も明るく「おはようございます」

という元気な小学生の声に出会えて、う

れしい１日の始まりです。子供たちが登

校する列には朝日がまぶしく輝いていま

した。それはまるで

太陽さえも子供たち

を祝福しているよう

に見えました。

　野木町の子供たち

が、それぞれの個性において持てる力を

十分に発揮できるような環境を整えるこ

とこそ、私ども行政の役目であり、目指

すものでもあります。現在の所、保育

所・学童共に待機児童ゼロが何よりも野

木町の自慢ですが、これからも働く保護

者の皆さんを支援していきたいと思いま

す。また、去年より始まりました「地域

子育て支援センター」も、親子が地域で

孤立することのないよう、有効にご活用

いただければと思います。

　そのような相乗効果で、子育てしやす

い町として、野木町に若いファミリーが

多く移り住んでくれればと思います。更

に子育て支援をするだけではなく「子供

が自立的に育つ」つまり「子が育つ」環

境をしっかりと確保していきたいと思い

ます。

　子供はキラリと光る野木の宝です。町

民皆で育てられる環境を整え、地域の人

たちで子育てをしていける“大家族野木”

を形成して行けたらいいですね！

３,５９８，２６８円

３１１，８３４円

３,９１０，１０２円
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記訪訪

ギャラリー

平
成

年

月
１
日
発
行
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１２月３日は野木神社戦前の帰社祭で
す。江戸時代から続く大祭でした。迫
間田、寒川、小袋、鏡、井岡、川原田
７カ村（思川流域１５㎞）に及び、７日
間に渡るお祭りでした。
その起源は野木宮の神領地（西暦

１１８５年鎌倉幕府によって定められた。
しかしこの領地は小山義政の乱１３８０年
に歿収された）、帰社祭はこの領地７カ
村を神様が７泊で巡るお祭りです。
この祭には巡幸地のみならず近郷近

在（思川の西側まで）の大勢の参詣人
が集まりました。
神様は３頭の馬に乗り篭目提灯の揉

みあう中を払暁霜柱を蹴立ててお帰り
になります。誠に勇壮な様子でした。
この祭は昭和１６年まで続き、当時の

戦争で灯火管制のため中止になりまし
た。
この祭に立ち会った人々は現在８０歳

以上になり、幻の物語になってしまう
祭です。
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野木町に鹿村の姓が珍しいからかね、孫にご先祖のこ

とを聞かれてね。祖父の代に古河市の鴻巣から野木に
写り住んだところから順に話してやったら、「ごちゃご
ちゃしていて解らないよ」と言われちゃったよ。
２８歳で結婚し百姓をしていたが、近所の人の勧めで３０

歳の時に運良く東武鉄道に入社することができた。当
時初任給は、忘れもしない９０００円だったよ。今だと、下
今市から野岩線に乗り換えると、車窓から見る紅葉がす
ばらしくきれいだよ。
朝は犬と散歩して、時間のある時は自転車で野木二中

の周りを２～３周するんだ。家で食べる野菜は、ほとん
ど自分で作っている。そろそろサヤエンドウをまかな
いとな。
「人に奉仕すること、人に感謝の心を持つこと」・「好き
嫌いをせず腹八分目」を心がけている。これが健康の秘
訣かな。

前々から生け花を習いたいと思っていた
ところ、公民館講座の募集があり受講しま
した。それから今も楽しく続けています。
毎回季節の花々と触れ合い、親しみ習う

ことができてうれしく思っています。しか
し、どう生けたらよいか分からず手が止ま
ることもしばしばです。回を重ねるごとに
生け花の難しさを日々痛感しているところ
です。
これからも、先生のご指導のもとサーク

ルの皆さんと一緒に楽しく時間を過ごせた
らと思っています。

平澤 順子さん
Hirasawa Junko
(上羽ケ田）

生け花
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